
人に元気を！  まちに元気を！
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市役所仮設庁舎完成！！
8 月 8 日（月）午前 8 時 30 分
業務スタート
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H28　August

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday

7/31
当金森医院（内/胃）
　☎（22）0017 本町6丁目
当むらかみ眼科クリニック（眼）
　☎（22）6600 南段原町

8/1 生ごみ収集再開 2
■法律相談（無料・予約不可） P27
　13:00∼16:00 市民体育館

3  資源ごみ収集日

7 市役所窓口閉庁 P12
当福田医院（内/小）
　☎（22）0002 本町3丁目
当吉野整形外科（整）
　☎（22）6000 高柳町

※大雨災害ごみ受入

8 市役所仮設庁舎業務開始 P12
　リオデジャネイロ五輪サッカー
　10：00∼VSコロンビア P29
■3カ月児健診（H28.4生）P34
　9:15∼ 保健センター 

※大雨災害ごみ受入

9
■6カ月児健診（H28.1生）P34
　13:00∼ 保健センター 
■うと学資料室利用相談 P32
　13:00∼ うと学資料室（文化課内）

※大雨災害ごみ受入

10 

※大雨災害ごみ受入

14
当吉窪内科放射線科医院（内）
　☎（22）3203 入地町
当もろが整形外科医院（整）
　☎（23）2341 旭町

15

※医療機関診療状況 P38

16 17
■幼児歯科教室（H27.4生） P34
　9:00∼ 保健センター

21
■おやこ食育教室 P28
　9:30∼13:00 保健センター
■雁回山の自然観察・トレッキング P28
　9:30∼12:00 六殿宮前駐車場
当近藤クリニック（内/消/外）
　☎（23）5558 松山町
当くまもと心療病院（精/神）
　☎（22）1081 松山町

22 23 うと地蔵まつり P23
　14:00∼21:30 市街地一円
　※18:00∼22:00 交通規制

■うと学資料室利用相談 P32
　13:00∼ うと学資料室（文化課内）

24 うと地蔵まつり P23
　10:00∼21:00 市街地一円
　※18:00∼21:30 交通規制

28
■複合健診 保健センター P34
当みどりかわクリニック（内/小）
　☎（22）1171 野鶴町
当草場医院（耳）
　☎（23）5851 松原町

29
■複合健診 保健センター P34

30 31
■つどいの広場 子育て講座 P24
　10:30∼11:30 児童センター 

9/4
当尾崎医院（内）
　☎（22）0241 本町1丁目
当幡手耳鼻咽喉科クリニック（耳/ア/小）
　☎（24）1187 南段原町

9/5 9/6 9/7

木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

4
■1歳6カ月児健診（H27.1生） P34
　13:00∼ 保健センター 
■年金相談（無料・要予約） P36
　10:00∼15:00 保健センター 
■法律相談（無料・予約不可） P27
　13:00∼16:00 市民体育館

5
　リオデジャネイロ五輪サッカー
　10：00∼VSナイジェリア P29

※大雨災害ごみ受入再開 P18

6 市役所窓口閉庁 P12
■宇土大太鼓フェスティバル P28
　16:00∼21:00
　宇土シティモール駐車場

※大雨災害ごみ受入

11 山の日
　リオデジャネイロ五輪サッカー
　7：00∼VSスウェーデン P29
当宇土中央クリニック（内）　
　☎（22）1600 浦田町
当田山産科婦人科医院（産・婦）
　　☎（22）5522 入地町

※大雨災害ごみ受入最終日 

12 13
■網田夏祭り P39
　17:00∼ マルヤ駐車場

※医療機関診療状況 P38

18
■2歳児歯科健診（H26.7生） P34
　9:00∼ 保健センター
■年金相談（無料・要予約） P36
　10:00∼15:00 保健センター

19 20
■こども夏まつり P23
　13:30∼16:00 児童センター
■宇城地区人権教育研究大会 P23
　9:00∼12：00 宇城市豊野公民館

25
■宇土市童話発表大会 P37
　13:30∼ 市民体育館
■3歳児健診（H25.7生） P34
　13:00∼ 保健センター
　　  ■複合健診 保健センター P34

26
■複合健診 保健センター P34

27
■複合健診 保健センター P34

9/1
■1歳6カ月児健診（H27.2生） P34
　13:00∼ 保健センター
■年金相談（無料・要予約） P36
　10:00∼15:00 保健センター

9/2 9/3

9/8 9/9 9/10
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日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday

7/31
当金森医院（内/胃）
　☎（22）0017 本町6丁目
当むらかみ眼科クリニック（眼）
　☎（22）6600 南段原町

8/1 生ごみ収集再開 2
■法律相談（無料・予約不可） P27
　13:00∼16:00 市民体育館

3  資源ごみ収集日

7 市役所窓口閉庁 P12
当福田医院（内/小）
　☎（22）0002 本町3丁目
当吉野整形外科（整）
　☎（22）6000 高柳町

※大雨災害ごみ受入

8 市役所仮設庁舎業務開始 P12
　リオデジャネイロ五輪サッカー
　10：00∼VSコロンビア P29
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※大雨災害ごみ受入

9
■6カ月児健診（H28.1生）P34
　13:00∼ 保健センター 
■うと学資料室利用相談 P32
　13:00∼ うと学資料室（文化課内）

※大雨災害ごみ受入

10 

※大雨災害ごみ受入

14
当吉窪内科放射線科医院（内）
　☎（22）3203 入地町
当もろが整形外科医院（整）
　☎（23）2341 旭町

15

※医療機関診療状況 P38

16 17
■幼児歯科教室（H27.4生） P34
　9:00∼ 保健センター

21
■おやこ食育教室 P28
　9:30∼13:00 保健センター
■雁回山の自然観察・トレッキング P28
　9:30∼12:00 六殿宮前駐車場
当近藤クリニック（内/消/外）
　☎（23）5558 松山町
当くまもと心療病院（精/神）
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　※18:00∼22:00 交通規制
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　13:00∼ うと学資料室（文化課内）

24 うと地蔵まつり P23
　10:00∼21:00 市街地一円
　※18:00∼21:30 交通規制

28
■複合健診 保健センター P34
当みどりかわクリニック（内/小）
　☎（22）1171 野鶴町
当草場医院（耳）
　☎（23）5851 松原町

29
■複合健診 保健センター P34

30 31
■つどいの広場 子育て講座 P24
　10:30∼11:30 児童センター 

9/4
当尾崎医院（内）
　☎（22）0241 本町1丁目
当幡手耳鼻咽喉科クリニック（耳/ア/小）
　☎（24）1187 南段原町

9/5 9/6 9/7

木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

4
■1歳6カ月児健診（H27.1生） P34
　13:00∼ 保健センター 
■年金相談（無料・要予約） P36
　10:00∼15:00 保健センター 
■法律相談（無料・予約不可） P27
　13:00∼16:00 市民体育館

5
　リオデジャネイロ五輪サッカー
　10：00∼VSナイジェリア P29

※大雨災害ごみ受入再開 P18

6 市役所窓口閉庁 P12
■宇土大太鼓フェスティバル P28
　16:00∼21:00
　宇土シティモール駐車場

※大雨災害ごみ受入

11 山の日
　リオデジャネイロ五輪サッカー
　7：00∼VSスウェーデン P29
当宇土中央クリニック（内）　
　☎（22）1600 浦田町
当田山産科婦人科医院（産・婦）
　　☎（22）5522 入地町

※大雨災害ごみ受入最終日 

12 13
■網田夏祭り P39
　17:00∼ マルヤ駐車場

※医療機関診療状況 P38

18
■2歳児歯科健診（H26.7生） P34
　9:00∼ 保健センター
■年金相談（無料・要予約） P36
　10:00∼15:00 保健センター

19 20
■こども夏まつり P23
　13:30∼16:00 児童センター
■宇城地区人権教育研究大会 P23
　9:00∼12：00 宇城市豊野公民館

25
■宇土市童話発表大会 P37
　13:30∼ 市民体育館
■3歳児健診（H25.7生） P34
　13:00∼ 保健センター
　　  ■複合健診 保健センター P34

26
■複合健診 保健センター P34

27
■複合健診 保健センター P34

9/1
■1歳6カ月児健診（H27.2生） P34
　13:00∼ 保健センター
■年金相談（無料・要予約） P36
　10:00∼15:00 保健センター

9/2 9/3

9/8 9/9 9/10

【当 =当番医】（診療時間：午前9時～午後5時）＊当番医は変更になる場合があります。
熊本県総合医療情報システム「くまもと医療ナビ」のホームページまたは , 宇城広域連合消防署☎（22）0554 でご確認ください。
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豪
雨

記
録
的

　
6
月
20
日
か
ら
21
日
未
明
に
か
け
、

県
内
各
地
で
1
時
間
雨
量
1
0
0
ミ
リ

を
超
え
る
記
録
的
豪
雨
が
発
生
し
た
。

　
宇
土
市
で
21
日
未
明
、
最
大
時
間
雨
量

1
3
6
ミ
リ
を
記
録
。
甲
佐
町
で
は
全

国
観
測
史
上
4
位
タ
イ
と
な
る
1
5
0

ミ
リ
を
記
録
し
た
。

　
市
は
、
20
日
の
午
後
9
時
50
分
の
土
砂

災
害
警
戒
情
報
の
発
表
に
伴
い
、
午
後
10

時
に
宇
土
地
区
・
走
潟
地
区
を
除
く
市
内

全
域
（
8,
8
5
4
世
帯/

2,
2
8
5
3

人
）
に
避
難
勧
告
を
発
令
。
6
月
20
日

時
点
で
開
設
し
て
い
た
7
カ
所
の
避
難

所
に
新
た
に
4
カ
所
を
加
え
て
、
市
内

計
11
カ
所
に
避
難
所
を
開
設
し
た
。

　
午
後
11
時
26
分
、
全
職
員
に
参
集
を

呼
び
か
け
、
被
害
情
報
の
収
集
、
対
応

等
に
あ
た
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
豪
雨
に
よ
り
、
市
内
河
川
の
増

水
や
氾
濫
、
道
路
の
冠
水
、
低
地
の
浸

水
が
発
生
。
こ
の
浸
水
に
よ
り
、
住
家

や
家
財
道
具
、
加
工
場
施
設
、
農
作
物

等
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

　
ま
た
、
熊
本
地
震
に
よ
る
地
盤
の
ゆ

る
み
か
ら
土
砂
崩
れ
な
ど
も
発
生
し
被

害
が
拡
大
。
警
察
、
消
防
等
の
懸
命
な

救
助
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
土
砂
崩
れ

に
巻
き
込
ま
れ
不
幸
に
し
て
2
人
の
方

が
亡
く
な
っ
た
。

123

6/20-21最大時間雨量

ミリ136
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宇土市の主な被害状況（7 月 19 日付中間報告より）

項　　目 被害状況

人的被害
死亡 2 人（土砂崩れによる被災）
行方不明 0 人
負傷 1 人（軽傷）

住宅被害

全壊 10 世帯（轟 2, 網津 6, 網田 2）
半壊 20 世帯（轟 3, 緑川 1, 網津 9, 網田 7）

床上浸水 185 世帯（宇土 2, 花園 1, 轟 46,  緑川 5, 網津 70,
　　　　　 網田 61）

床下浸水 440 世帯（宇土 51, 花園 12, 轟 83, 走潟 1,
 　　　　　緑川 15, 網津 159, 網田 119）

道路被害 83 カ所（土砂流入 , アスファルト剥離など）
河川・水路被害 108 カ所（土砂堆積 , 氾濫 , 水路破損など）
がけ崩れ 40 カ所
公共施設被害 50 カ所
上水道被害 20 件・600 万円
下水道被害 3 件・150 万円

農業被害

農業用施設 54 件・14,320 万円（道路 , 水路 , ため池）
農地 24 件・12,600 万円（田 , 畑）
農業機械 19 件・1,520 万円（暖房機）
柑橘施設 2,120a・11,858 万円（土砂崩れ , ビニールマルチ）
農作物 2,288a・12,487 万円（葉タバコなど）

漁業被害 29 件　24,700 万円（海苔養殖業機械）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

　
社
会
福
祉
協
議
会
は
7
月
２
日
、
被

害
の
大
き
か
っ
た
西
部
地
区
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
支
援
依
頼
に
迅
速
に
対
応
す
る

た
め
、
J
A
旧
網
津
支
所
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
「
サ
テ
ラ
イ
ト
」
を

設
置
し
た
。
6
月
25
日
か
ら
登
録
受

付
を
開
始
し
、
7
月
20
日
ま
で
で
約

２
６
１
人
が
登
録
、
26
件
の
支
援
依
頼

に
対
応
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
家

屋
内
お
よ
び
敷
地
内
の
土
砂
の
除
去
を

中
心
に
活
動
し
、
被
災
世
帯
の
支
援
に

欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

1決壊した網田川　2浸水して土砂が流れ込んだ網津支所　3網津川沿いに設置され ,
流された土のう　4敷地内に土砂が流れ込んだ家屋　5水流で流された車　6土砂に
流され埋まった車　7床上浸水で使用できなくなった家具　8ボランティアによる家
屋内土砂の除去　9ボランティアによる敷地内土砂の除去

4

5

6

7

89
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1

67

9

5

災害により発生した市内のがけ崩れや土砂の
被害を写真で記録する。

6／ 20-21大雨の記録
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1  山から集落へ流れ込んだ土砂（長部田地区）　
2  土砂崩れにより通行できない道路（扇谷地区）　
3  崩れたがけの応急対応（国道 57 号）　
4  家屋に流れ込んだ土砂（網引地区）
5〜11 市内各地で発生した土砂崩れやがけ崩れ

8

11

2

4 3

10
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災害により発生した網津・網田地区の
河川・道路の被害を写真で記録する。

6／ 20-21大雨の記録
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台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

熊
本
地
震
の
影
響
で
県
内
で
は
地
盤
の
緩

み
や
ゆ
が
み
が
生
じ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
こ
れ
ま
で
無
事
だ
っ
た
地
域
で
も
台

風
の
影
響
も
加
わ
り
、
想
定
外
の
被
害
が

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
＂自
分
の
身
は
自
分
で
守

る
”
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
対
策
を

今
一
度
見
直
し
、　
防
災
に
対
す
る
正
し

い
知
識
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
災
害

に
対
す
る
万
全
の
備
え
を
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　台
風
に
よ
る
災
害

●
大
雨
に
注
意
！！

　
台
風
は
、
暴
風
と
と
も
に
大
雨
を
伴
い

ま
す
。
台
風
は
積
乱
雲
が
集
ま
っ
た
も
の

で
、
雨
を
広
い
範
囲
に
長
時
間
に
わ
た
っ

て
降
ら
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
暖
か
く
湿
っ
た
空
気
が
台
風
に

向
か
っ
て
南
の
海
上
か
ら
流
れ
込
む
た

め
、
日
本
付
近
に
前
線
が
停
滞
し
て
い
る

見
直
そ
う
、

　
　
　
　災
害
へ
の
備
え

と
、
そ
の
湿
っ
た
空
気
が
前
線
の
活
動
を

活
発
化
さ
せ
、大
雨
を
降
ら
せ
る
の
で
す
。

　
台
風
の
際
は
、
大
雨
に
よ
る
河
川
の
氾

濫
や
土
砂
災
害
に
警
戒
が
必
要
で
す
。

●
高
潮
に
注
意
！！

　
台
風
に
伴
う
風
が
、
沖
か
ら
海
岸
に
向

か
っ
て
吹
く
と
、
海
水
は
海
岸
に
吹
き
寄

せ
ら
れ
て
、
海
岸
付
近
の
海
面
の
上
昇
が

起
こ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
台
風
が
接
近
し
て
気
圧
が
低
く

な
る
と
、
海
面
が
持
ち
上
が
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
し
て
起
こ
る
海
面
の
大
き
な
上

昇
を
高
潮
と
呼
び
、
満
潮
時
刻
と
重
な
る

と
一
層
潮
位
が
高
く
な
る
の
で
警
戒
が
必

要
で
す
。

●
強
風
・
暴
風
に
注
意
！！

　
台
風
の
進
行
方
向
の
右
側
で
は
、
左
側

に
比
べ
て
、
風
が
強
く
吹
き
ま
す
。
こ
れ

は
、
台
風
自
身
の
風
に
台
風
が
移
動
す
る

速
度
分
の
風
速
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
た
め

で
、
移
動
速
度
が
速
い
台
風
が
県
内
を
通

過
す
る
か
あ
る
い
は
、
九
州
の
西
岸
に
接

近
し
て
北
上
す
る
場
合
に
は
、
最
も
大
き

な
災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
台
風
通
過
後
に
は
、
そ
れ
ま
で

と
大
き
く
異
な
る
風
向
か
ら
の
強
い
風
が

吹
く
「
吹
き
返
し
の
風
」
が
発
生
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　家
庭
で
の
防
災
会
議
は

　で
き
て
い
ま
す
か
？

○
　
災
害
発
生
時
の
連
絡
方
法
（
N
T
T

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
等
）
を
家
族
で

話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
　
N
T
T
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

（
１
７
１
）
は
、
被
災
地
内
の
電
話
番

号
お
よ
び
携
帯
電
話
等
の
番
号
を
キ
ー

と
し
て
、
安
否
等
の
情
報
を
音
声
情
報

と
し
て
蓄
積
し
、
録
音
、
再
生
で
き
る

ボ
イ
ス
メ
ー
ル
で
す
。

○
　
家
族
一
人
一
人
の
役
割
分
担
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
高
齢
者

の
介
護
や
子
供
の
保
護
な
ど
を
最
優
先

に
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○  

そ
の
他
、
非
常
時
の
持
出
品
・
救
急

医
薬
品
の
確
認
、
避
難
場
所
、
避
難
経

路
な
ど
を
日
ご
ろ
か
ら
話
し
合
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

●用水路の見回り
　増水した用水路は道路との境
目が分からなくなり, 足を取られ
る危険があります。
●海岸の見回り
　波打ち際などでは , 高潮・高
波のおそれがあります。
●屋外・高所での作業
　暴風 , 突風にあおられて転倒
する危険があります。

　危
険
な
行
動
！！

　
台
風
が
近
づ
い
て
き
た
ら
、
次
の
こ
と

は
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
！！
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消費生活に関するトラブルや疑問がありましたら、ご相談ください。

「
義
援
金
を
分
配
す
る
の
で
連
絡
を
」

と
い
う
メ
ー
ル
に
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
、
地
震
に

関
連
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
最
近
の
事

例
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

相
談
内
容
１ 

自
宅
が
大
規
模
半
壊
と
な

り
、
行
政
機
関
で
り
災
証
明
書
の
発
行

を
受
け
た
。
最
近
、「
義
援
金
を
分
配

す
る
、
連
絡
を
。」
と
い
う
携
帯
メ
ー

ル
が
届
い
た
が
、
こ
れ
は
本
当
に
行
政

機
関
か
ら
来
て
い
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

ア
ド
バイ
ス
１ 

行
政
機
関
か
ら
メ
ー
ル
で

義
援
金
の
通
知
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
直
接
お
住
ま
い
の
市
町
村
に
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い

相
談
内
容
２ 

地
震
で
自
宅
が
全
壊
し
た

が
、住
宅
ロ
ー
ン
が
○
年
残
っ
て
い
る
。

新
た
に
家
を
建
て
た
い
が
、
再
び
ロ
ー

 消費者
トラブル注意報

ン
の
借
入
が
必
要
と
な
る
。
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
。

ア
ド
バイ
ス
２ 

ま
ず
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
の

借
入
先
で
あ
る
金
融
機
関
の
相
談
窓
口

に
「
自
然
災
害
に
よ
る
被
災
者
の
債
務

整
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
つ

い
て
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容
３ 

自
宅
が
被
災
し
、
訪
問

し
て
来
た
業
者
と
修
理
契
約
を
行
っ
た

が
、
キ
ャ
ン
セ
ル
を
し
た
い
。
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
。

ア
ド
バイ
ス
３ 

訪
問
販
売
で
契
約
し
た

場
合
は
、
法
定
書
面
を
受
け
取
っ
た
日

か
ら
8
日
間
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

が
で
き
ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の

通
知
は
必
ず
書
面
で
行
い
、
は
が
き
な

ど
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、「
特
定
記

録
郵
便
」
等
の
記
録
が
残
る
方
法
で
事

業
者
に
送
付
し
ま
し
ょ
う
。
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
に
つ
い
て
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

●県消費生活センター（県庁行政棟新館 4 階）
　面談 , 電話による相談　
　平日午前 9 時～午後 5 時
※電話による相談のみ当分の間 , 夜間（午後 5 時～8 時）

土日・祝日（午前 9 時～午後 5 時）実施
　☎ 096(383)0999

【弁護士または司法書士による無料法律相談会】
　① 面談・電話による相談　火 , 木曜日　午後 1 時～4 時
　② 面談による相談（要予約）　金曜日　午後 1 時～4 時
　③ 電話による相談　日曜日　午後 1 時～4 時

●市消費生活センター　（市民体育館内）
　面談 , 電話による相談
　月曜日から金曜日（木 , 祝日を除く）
　午前 10 時～午後 4 時　☎ (23)3251
■法務省所管の日本司法支援センター（法テラス）におい

て, 平成29年4月13日まで, 熊本地震で被災された方々
を対象とした無料法律相談が行われています。

　「震災法テラスダイヤル」☎ 0120-078309
　受付時間：平日  午前 9 時～午後 9 時
　　　　　　土曜  午前 9 時～午後 5 時
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庁
舎
解
体
に
つ
い
て

　
現
在
、
市
庁
舎
は
、
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

周
囲
一
帯
が
危
険
区
域
と
な
り
立
入
禁
止
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
危
険
な
状
況
を
取
り
除

く
た
め
、
国
土
交
通
省
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
庁

舎
内
に
残
っ
て
い
る
重
要
書
類
等
を
取
り
出
す
工

法
で
解
体
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
7
月
中
旬
に

市
庁
舎
敷
地
全
体
の
仮
囲
み
を
行
い
、
解
体
工
事

に
着
手
し
ま
し
た
。
損
壊
が
大
き
い
5
階
、
4
階

は
大
型
ク
レ
ー
ン
の
先
に
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
つ
け
て

書
類
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
類
を
取
り
出
し
ま
す
。
そ
の

後
、
5
階
、
4
階
を
解
体
し
安
全
性
が
確
保
さ
れ

た
段
階
で
1
階
～
3
階
部
分
の
書
類
等
を
取
り
出

す
予
定
で
す
。
な
お
、
工
事
期
間
は
来
年
3
月
24

日
ま
で
で
す
。

  

市
役
所
仮
設
庁
舎
に
つ
い
て

　
仮
設
庁
舎
の
完
成
に
伴
い
、
市
民
体
育
館
内
で

行
っ
て
い
る
窓
口
業
務
等
お
よ
び
市
民
会
館
内
の

議
会
事
務
局
は
、
8
月
8
日
（
月
）
か
ら
仮
設
庁

舎
に
移
転
し
ま
す
。
な
お
、
庁
舎
移
転
に
伴
い
市

民
体
育
館
内
で
の
業
務
は
8
月
5
日
（
金
）
午
後

5
時
15
分
を
も
っ
て
閉
鎖
し
ま
す
。

　
ま
た
、
移
転
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
8
月
6
日

（
土
）、
7
日
（
日
）
は
、
市
役
所
は
閉
庁
し
ま
す
。

◆
市
民
体
育
館
内
窓
口
業
務
終
了
日

　
8
月
5
日
（
金
）
午
後
5
時
15
分

◆
市
役
所
閉
庁
日
（
移
転
作
業
）

　
8
月
6
日
（
土
）
～
7
日
（
日
）

◆
仮
設
庁
舎
の
業
務
開
始

　
8
月
8
日
（
月
）
午
前
8
時
30
分

市
民
広
場
側

市長室

秘書係応接室

副市長室
まちづくり推進課環境交通課

2F

1F

廊下 廊下

廊下 廊下

被災者支援室正副
議長室

大会議室 男子WC 女子WC

階段

倉庫 工事検査課 財政課 総務課 会議室

待合室
兼

相談室
税務課

市民課

子育て支援課高齢者支援課

社会福祉協議会 福祉課 会計課

相談室会議室1 保険課ホール

メイン出入口

多目的WC

サーバー室 議会
事務局

議員
控室

来賓室・会議室

階段

給湯室

男子WC 女子WC

多目的WC

給湯室

監査
事務局

警備室

市役所仮設庁舎完成！！
8 月 8 日（月）午前 8 時 30 分

業務スタート
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法
務
局
・
税
務
署
側

市長室

秘書係応接室

副市長室
まちづくり推進課環境交通課

2F

1F

廊下 廊下

廊下 廊下

被災者支援室正副
議長室

大会議室 男子WC 女子WC

階段

倉庫 工事検査課 財政課 総務課 会議室

待合室
兼
相談室

税務課

市民課

子育て支援課高齢者支援課

社会福祉協議会 福祉課 会計課

相談室会議室1 保険課ホール

メイン出入口

多目的WC

サーバー室 議会
事務局

議員
控室

来賓室・会議室

階段

給湯室

男子WC 女子WC

多目的WC

給湯室

監査
事務局

警備室

市役所各課配置一覧

…財政課　契約管財係
☎（22）1111（内線 217）

場　　　所 配　置　課　等

市役所仮設庁舎
（市役所裏駐車場）

【2階】市長室，副市長室，正副議長室，
　　  議会事務局,総務課，財政課，
　　  工事検査課，まちづくり推進課，
　　  被災者支援室，環境交通課，
　　  監査事務局

【1階】市民課，税務課，福祉課，
　　  高齢者支援課，子育て支援課，
　　  保険課，会計課，
　　  社会福祉協議会　☎（23）3756

仮設防災棟（市役所裏駐車場） 危機管理課

宇土終末処理場
【2階】農林水産課，商工観光課，
　　  地籍調査課，農業委員会事務局，
　　  土木課，都市整備課

企画棟（市役所裏） 【2階】企画課，選挙管理委員会事務局
【1階】上下水道課（上下水道事業建設部）

場　　　所 配　置　課　等

教育委員会
☎（22）6500

【2階】教育長室，学校教育課，
　　  生涯学習課，スポーツ振興課，
　　  中央公民館

【1階】文化課
仮設網津支所

（網津地区多目的研修施設横） 網津支所　☎（24）3211

網田支所 網田支所　☎（27）1111

保健センター 健康づくり課　☎（22）2300

児童センター 児童センター　☎（23）3303

図書館 図書館　☎（22）4512

給食センター 給食センター　☎（22）0143

代表電話☎ 0964 （22）1111
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　嘱託員の皆さんには，行政区内の取りまとめや連絡調
整，広報紙の配布など，地域と行政を結ぶパイプ役とし
てご尽力いただいています。

緑川地区（9人）

網津地区（25人）

走潟地区（8人）

網田地区（34人）
区名 氏名 フリガナ 新任

小池区 小川　典生 ｵガﾜ　ﾉリｵ
長浜東区 園田　正弘 ｿﾉダ　マｻﾋﾛ
長浜中区 木下　紀男 ｷﾉｼタ　ﾉリｵ
長浜西ﾉ二区 荒木　光明 アラｷ　ﾐツアｷ
長浜西ﾉ一区 田口　尚友 タグチ　ナｵトﾓ
浦小松区 伊達　幹郎 ダテ　ﾐｷｵ
笠瓜区 牧本　健三 マｷﾓト　ｹンゾｳ
新地区 福田　円壽 フｸダ　ｴンジュ
田平区 坂木　喬一 ｻカｷ　ｷｮｳｲチ
引の花区 宮川　　隆 ﾐﾔガﾜ　タカｼ
清水区 荒水　隆司 アラﾐズ　タカｼ ★
東区 松村　信夫 マツﾑラ　ﾉブｵ
堂園区 黒田　憲三 ｸﾛダ　ｹンゾｳ
寺登区 梅田　雅令 ｳﾒダ　マｻﾖｼ
上床区 甲斐　　晃 カｲ　アｷラ
中登区 本田　繁義 ﾎンダ　ｼゲﾖｼ
宮の前区 森下　正信 ﾓリｼタ　マｻﾉブ
塩屋区 平木　隆一 ﾋラｷ　タカｲチ
下戸田区 中松　琢磨 ナカマツ　タｸマ ★
西原団地区 米本マｻﾐ ﾖﾈﾓト　マｻﾐ
西原区 前山　俊六 マｴﾔマ　ｼュンﾛｸ
辺田目東区 村上　淳一 ﾑラカﾐ　ジュンｲチ ★
辺田目西区 村上　勇二 ﾑラカﾐ　ﾕｳジ
古場田区 村田　　恵 ﾑラタ　ﾒグﾐ
米の口区 後藤　正興 ゴトｳ　マｻｵｷ
戸口東区 若村　　廣 ﾜカﾑラ　ﾋﾛｼ
戸口北区 村田　哲男 ﾑラタ　テツｵ
戸口本区 濱口　健二 ﾊマグチ　ｹンジ
戸口横区 島村　直人 ｼマﾑラ　ナｵト
戸口出区 堀　　曻次 ﾎリ　ｼｮｳジ
平岩区 坂口　信記 ｻカグチ　ﾉブｷ
赤瀬本村区 瀧口　　曻 タｷグチ　ﾉボル
赤瀬松山区 山本　隆二 ﾔマﾓト　リュｳジ ★
古屋敷区 古田　　豊 フルタ　ﾕタカ

区名 氏名 フリガナ 新任
猪白区 丸山　　司 マルﾔマ　ツカｻ
小舟区 長谷部祐助 ﾊセベ　ﾕｳスｹ ★
馬立区 上田　正二 ｳｴダ　ｼｮｳジ
清辻区 岡崎　俊克 ｵカザｷ　トｼカツ
割井川区 松本　紀子 マツﾓト　スﾐコ ★
馬門区 志垣　数一 ｼガｷ　カズｲチ
本網津区 野村　保幸 ﾉﾑラ　ﾔスﾕｷ ★
平原区 平岡　孝雄 ﾋラｵカ　タカｵ ★
網津潟区 橘　　誠次 タチバナ　セｲジ
旭区 古庄　秀澄 フルｼｮｳ　ﾋデズﾐ ★
梅咲区 伊藤　　攻 ｲトｳ　ｵｻﾑ ★
直築区 西田　　止 ニｼダ　トドﾑ
新川東区 白井　義孝 ｼラｲ　ﾖｼタカ
新川西区 白井　博行 ｼラｲ　ﾋﾛﾕｷ ★
駅前区 益田　重藏 マスダ　ジュｳゾｳ
東中村区 中村　浩一 ナカﾑラ　コｳｲチ
西中村区 坂田　宏隆 ｻカタ　ﾋﾛタカ
笠岩区 伊藤登美一 ｲトｳ　トﾐｲチ ★
堤区 伊藤　俊一 ｲトｳ　ｼュンｲチ
三丁区 伊藤　宏昭 ｲトｳ　ﾋﾛアｷ
浜通区 前田　博幸 マｴダ　ﾋﾛﾕｷ ★
住吉区 牧本　勝幸 マｷﾓト　カツﾕｷ
鮟鱇区 坂田　勝之 ｻカタ　カツﾕｷ
小部田区 中川　愼一 ナカガﾜ　ｼンｲチ
長部田区 園下　節男 ｿﾉｼタ　セツｵ

区名 氏名 フリガナ 新任
大曲区 永井　誠一 ナガｲ　セｲｲチ
恵里区 三輪　次男 ﾐﾜ　ツギｵ
鶴見塚区 中島扶美博 ナカｼマ　フﾐﾋﾛ ★
野鶴町伊津野区 野村　正幸 ﾉﾑラ　マｻﾕｷ
上新開区 大久保洋一 ｵｵｸボ　ﾖｳｲチ
下新開区 本田　眞悟 ﾎンダ　ｼンゴ
緑川潟区 永井　如矢 ナガｲ　ﾕｷﾔ
辺田区 太田黒耕二 ｵｵタグﾛ　コｳジ
城塚区 松下　眞一　 マツｼタ　ｼンｲチ ★

区名 氏名 フリガナ 新任
東走区 椋梨　弘美 ﾑｸナｼ　ﾋﾛﾐ
南走上区 園村　　忍 ｿﾉﾑラ　ｼﾉブ
南走下区 芥川　高一 アｸタガﾜ　タカｲチ
三ヶ区 重元　芳文 ｼゲﾓト　ﾖｼフﾐ
北走区 宇都宮秀之 ｳツﾉﾐﾔ　ﾋデﾕｷ
西走上区 下田　英一 ｼﾓダ　ｴｲｲチ
西走下区 田代　清成 タｼﾛ　ｷﾖナリ
平木区 齊藤　　至 ｻｲトｳ　ｲタル
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各区の嘱託員を紹介します
宇土地区（46人） 花園地区（22人）

轟地区（14人）

（敬称略）

区名 氏名 フリガナ 新任
石小路町区 小山　龍次 ｵﾔマ　リュｳジ
船場区 藤竹　重就 フジタｹ　ｼゲナリ
新町四丁目区 萩原　敬一 ﾊギﾜラ　ｹｲｲチ ★
新町三丁目区 大橋　敏雄 ｵｵﾊｼ　トｼｵ
新町二丁目区 坂本　光隆 ｻカﾓト　ﾐツタカ
新町一丁目区 丸山十五郎 マルﾔマ　ジュｳゴﾛｳ
定府町区 古山　弘行 フルﾔマ　ﾋﾛﾕｷ
本町一丁目区 桑田　宏一 ｸﾜタ　コｳｲチ
本町二丁目区 三村　立身 ﾐﾑラ　タツﾐ
本町三丁目区 内田　泰晴 ｳチダ　ﾔスﾊル ★
本町四丁目区 河野　泰典 カﾜﾉ　タｲスｹ
本町五丁目区 境屋　博司 ｻカｲﾔ　ﾋﾛｼ
本町六丁目区 井上　博司 ｲﾉｳｴ　ﾋﾛｼ
新小路町区 那須　宅巳 ナス　アｹﾐ
門内町区 吉永　榮治 ﾖｼナガ　ｴｲジ
一里木町区 守田　正年 ﾓリタ　マｻトｼ
一里木町西区 田尻　弘子 タジリ　ﾋﾛコ
入地町区 小竹　紀夫 コタｹ　ﾉリｵ
南段原区 上野　惠子 ｳｴﾉ　ｹｲコ
古城区 中山　一市 ナカﾔマ　カズｲチ
御領橋区 楠元　信夫 ｸスﾓト　ﾉブｵ
宇土一番館区 吉見　卓也 ﾖｼﾐ　タｸﾔ
栄町区 江　　紀征 ゴｳ　トｼﾕｷ
高柳町区 園村　健諭 ｿﾉﾑラ　ｹンﾕ
北段原町区 町田　圭吾 マチダ　ｹｲゴ
浦田町区 中熊　　強 ナカグマ　ツﾖｼ
築籠町一区 福嶋　　徹 フｸｼマ　トｵル ★
築籠町二区 相良　健二 ｻガラ　ｹンジ ★
松原区 松落　英俊 マツｵチ　ﾋデトｼ ★
旭町江部区 小沢　辰也 コザﾜ　タツﾔ
綾織区 村上　健一 ﾑラカﾐ　ｹンｲチ
城之浦町一区 坂口　哲司 ｻカグチ　テツｼ ★
城之浦町二区 田口　涼子 タグチ　リｮｳコ
三拾町区 辻浦　耕一 ツジｳラ　コｳｲチ
中野区 岩見　年一 ｲﾜﾐ　トｼカズ
松原団地区 松下　優子 マツｼタ　ﾕｳコ
駅前団地区 吉村　一雄 ﾖｼﾑラ　カズｵ
大坪団地区 宮川　武二 ﾐﾔガﾜ　タｹジ ★
袋内団地区 髙田　　實 タカタ　ﾐﾉル
旭団地区 藤森　祐子 フジﾓリ　ﾕｳコ
新町団地区 吉田由紀恵 ﾖｼダ　ﾕｷｴ ★
新松原区 中原　憲一 ナカﾊラ　ｹンｲチ
入地団地区 髙見　武人 タカﾐ　タｹト ★
入地ニュータｳン区 佐藤　裕一 ｻトｳ　ﾕｳｲチ
馬之瀬区 島田　正博 ｼマダ　マｻﾋﾛ
入地中央区 野口　重光 ﾉグチ　ｼゲﾐツ

区名 氏名 フリガナ 新任
三日区 志垣　英治 ｼガｷ　ﾋデﾊル
佐野区 山内　貞幸 ﾔマｳチ　ｻダﾕｷ
上古閑区 山口正太郎 ﾔマグチ　ｼｮｳタﾛｳ
曽畑区 上田洋一郎 ｳｴダ　ﾖｳｲチﾛｳ ★
布古閑区 五嶋　孝幸 ゴトｳ　タカﾕｷ ★
岩熊区 前田　時義 マｴダ　トｷﾖｼ ★
立岡区 岡崎　房義 ｵカザｷ　フｻﾖｼ ★
古保里町区 合志　　亨 コｳｼ　トｵル
善道寺区 上田　正澄 ｳｴダ　マｻズﾐ
境目区 田中　幸一 タナカ　コｳｲチ
上松山区 中山新之助 ナカﾔマ　ｼンﾉスｹ
下松山区 小郷　秀一 ｵゴｳ　ｼュｳｲチ ★
境目団地一区 田川　勝也 タガﾜ　カツﾔ
境目団地二区 山中　正美 ﾔマナカ　マｻﾐ ★
境目団地三区 坂本　孝介 ｻカﾓト　コｳスｹ
境目団地四区 下野　幸雄 ｼﾓﾉ　ﾕｷｵ
松山団地区 松永　裕二 マツナガ　ﾕｳジ ★
布古閑団地区 平野　道夫 ﾋラﾉ　ﾐチｵ
五色坂区 保田　勝利 ﾔスダ　カツトｼ
柳迫区 松原　光男 マツバラ　ﾐツｵ
百合ヶ丘区 上村　　至 ｳｴﾑラ　ｲタル
花園台区 中尾　浩輔 ナカｵ　コｳスｹ

区名 氏名 フリガナ 新任
伊無田区 東　　美好 ﾋガｼ　ﾐﾖｼ ★
打越区 掃本　国博　 ﾎｷﾓト　ｸニﾋﾛ
栗崎区 佃　　眞一 ツｸダ　ｼンｲチ
城区 城本　和博 ｼﾛﾓト　カズﾋﾛ
馬場区 金田　光生 カナダ　ﾐツｵ ★
神山区 西本　孝一 ニｼﾓト　コｳｲチ
神原区 山田　幸治 ﾔマダ　ﾕｷﾊル ★
石橋町区 山之内信喜 ﾔマﾉｳチ　ﾉブｷ ★
宮庄区 佃　　正人 ツｸダ　マｻト
三蔵区 山内　武次 ﾔマｳチ　タｹジ
扇谷区 池田　省三 ｲｹダ　ｼｮｳゾｳ
椿原区 中口　弘之 ナカグチ　ﾋﾛﾕｷ
神馬団地区 殖木　勝利 フｴｷ　カツトｼ
飯塚区 是枝　　仁 コﾚｴダ　ﾋトｼ

…まちづくり推進課　市民活動支援係　☎（22）1111（内線 808）
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認
知
症
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
原

因
で
脳
の
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
っ

た
り
、
働
き
が
悪
く
な
っ
た
り
し

た
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
が

起
こ
り
、
生
活
す
る
う
え
で
支
障

が
出
て
い
る
状
態
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。

　
老
化
に
よ
る
物
忘
れ
と
認
知
症

は
違
い
ま
す
。
誰
で
も
年
齢
と
と

も
に
、
も
の
覚
え
が
悪
く
な
っ
た

り
、
人
の
名
前
が
思
い
出
せ
な
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。こ
う
し
た「
も

の
忘
れ
」
は
脳
の
老
化
に
よ
る
も

の
で
す
。
し
か
し
、認
知
症
は「
老

化
に
よ
る
も
の
忘
れ
」
と
は
違
い

ま
す
。
認
知
症
は
、
何
か
の
病
気

に
よ
っ
て
脳
の
神
経
細
胞
が
壊
れ

る
た
め
に
起
こ
る
症
状
や
状
態
を

い
い
ま
す
。
そ
し
て
認
知
症
が
進

行
す
る
と
、
だ
ん
だ
ん
と
理
解
す

る
力
や
判
断
す
る
力
が
な
く
な
っ

て
、
社
会
生
活
や
日
常
生
活
に

支
障
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
認
知
症
は
、
早
期
発
見
・
早
期

治
療
が
大
切
で
す
。
ご
家
庭
で
の

予
防
と
と
も
に
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

～
認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
る

　
　
　可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
～

知
っ
て
い
ま
す
か
？

認
知
症
の
こ
と

～あなたの日常生活を診断してみましょう～

□ 同じことを何度も言ったり，

　 聞いたりするようになった。

□ 慣れているところで，

　 道に迷うようになった。

□ 財布を盗まれたと言って

　 騒ぐようになった。

□ 以前よりだらしなくなった。

□ 夜中に急に起きだして騒ぐようになった。

□ 置き忘れや，しまい忘れが

　 目立つようになった。

□ 計算の間違いが多くなった。

□ ささいなことで怒りっぽくなった。

□ 時間や日付が不確かになった。

□ 蛇口やガス栓の閉め忘れが

　 目立つようになった。

□ 以前は日課として

　 やっていたことをしなくなった。

□ 以前にはあった

　 関心や興味が失われた。

□ 以前よりもひどく疑い深くなった。

□ 薬の管理ができなくなった。

□ テレビドラマの内容が

　 理解できなくなった。

このチェックリストはあくまでも参考
です。あてはまる項目が多かった場合
には医師への診断をお勧めします。

自己診断カルテ
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魚や野菜，果物など
バランスのよい食事を心がけましょう

周りの人たちとの交流を
大切にしましょう

適度な運動をしましょう

歯磨きなど，お口のケアも
しっかり行いましょう

趣味や特技を楽しみましょう

　青魚に含まれているＤＨＡやＥＰＡという成分
は，脳の血流を良くしたり，動脈硬化を防ぐと言
われています。また，赤ワインに多く含まれるポ
リフェノールは，老化防止の効果が強く，認知症
予防に有効と考えられています。そのほか，果物
も摂取し，バランスのよい食事を摂りましょう。

　家族や友人，地域の方と会話などの交流
で，脳が活発に働きます。地域の集まり，
老人クラブへの参加など，外出の機会を増
やし，周りの人たちとのコミュニケーショ
ンを深めましょう。

　体を動かすことは，脳の血流をよくして，
細胞の活性化につながります。認知症予防に
はウォーキングやジョギング，サイクリング
や水泳などの有酸素運動が適しています。

　歯磨きや入れ歯の手入れなど，
口腔ケアをしっかり行うことで健康的
な歯，口腔衛生を保つことができます。
お口の中を健康に保つことも認知症予
防につながります。

　自分が好きなことを続けましょう。
趣味や特技を楽しみ，また，新しい
ことに挑戦しましょう。挑戦する気
持ちが，脳の機能を高めます。

家庭でできる予防法
～生活習慣病を予防することが認知症予防にもつながります～

…高齢者支援課　高齢者福祉課係　☎（22）1111（内線 413）

Point1

Point3

Point2

Point4

Point5

〜認知症のことで困ったらひとりで悩まないで気軽にお電話ください〜

●地域包括支援センター　　　☎（24）１５５５
●市高齢者支援課　　　　　　☎（22）１１１１
●認知症疾患医療センター　　☎（22）１１０６
　（くまもと心療病院）

お 困 り ご と ・ ご 相 談 は
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UTO

information

familey
announce

　
大
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
住
家
は
、
申

請
に
よ
り
「
り
災
証
明
書
」
を
発
行
し
ま

す
。
申
請
を
受
け
付
け
た
後
、「
全
壊
」「
半

壊
」「
床
上
浸
水
」で
申
請
さ
れ
た
住
家
は
、

現
地
調
査
を
行
い
、調
査
結
果
を
も
と
に
、

「
全
壊
」「
大
規
模
半
壊
」「
半
壊
」「
一
部

損
壊
」「
床
上
浸
水
」「
床
下
浸
水
」
の
判

定
を
行
い
ま
す
。
現
地
調
査
は
、
建
物
内

部
の
確
認
と
な
る
た
め
、
ご
家
族
の
立
ち

合
い
の
う
え
行
い
ま
す
。

【
床
下
・
床
上
浸
水
の
区
別
】

・
床
上
浸
水
…
浸
水
の
最
も
浅
い
部
分
ま

で
床
上
浸
水
し
て
い
る
場
合

・
床
下
浸
水
…
床
下
浸
水
ま
た
は
建
物
の

一
部
が
床
上
浸
水
し
て
い
る
場
合

【
床
上
浸
水
で
「
半
壊
」
と
認
定
さ
れ
る

場
合
】

①
床
上
浸
水
が
、
河
川
の
堤
防
決
壊
や
越

流
等
の
水
流
や
泥
流
、
が
れ
き
等
の
衝

突
の
外
力
に
よ
る
建
物
の
損
傷
に
よ
り

起
こ
っ
た
場
合
（
例
：
外
壁
が
損
傷
し

た
、
あ
る
い
は
窓
が
損
傷
し
水
、
土
砂

宇土市フェイスブック 
https://www.facebook.com/utocity

情
報
関
連

災
害

等
が
家
屋
に
流
入
し
た
場
合
な
ど
）

②
床
上
浸
水
に
よ
り
、
建
物
に
著
し
い
損

傷
が
あ
っ
た
場
合

※
建
物
内
部
の
被
害
調
査
を
行
っ
た
結
果

に
よ
り
、「
半
壊
」
以
上
の
判
定
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

税
務
課 

災
害
特
別
班

　
☎（
22
）１
１
１
１　（
内
線
５
１
１・５
１
２
）

　
大
雨
災
害
で
発
生
し
た
ご
み
は
、
市
に

事
前
申
請
の
上
、
宇
土
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ

持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請
に
は
、

「
り
災
証
明
書
」
も
し
く
は
「
被
害
状
況

写
真
」
が
必
要
で
す
。
な
お
、
大
雨
に
伴

う
災
害
ご
み
の
無
料
受
入
は
、
今
回
で
最

後
と
な
り
ま
す
。

受
入
期
間
　

8
月
5
日（
金
）～
11
日（
木
）

受
入
時
間
　
午
前
9
時
～
正
午
、

　
　
　
　
　
午
後
1
時
～
4
時

受
入
場
所
　
宇
土
清
掃
セ
ン
タ
ー

受
入
品
目

燃
え
る
ご
み
　
災
害
で
発
生
し
た
燃
え
る

ご
み
、
畳
、
毛
布・布
団・じ
ゅ
う
た
ん
、

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、
竹
・
草

燃
え
な
い
ご
み
　
木
く
ず
、
木
材
，
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
（
衣
装
ケ
ー
ス
等
）
木
製
家

具
、
ベ
ッ
ド
・
ソ
フ
ァ
ー
・
マ
ッ
ト
レ

ス
、
金
属
く
ず
、
電
化
製
品
（
テ
レ
ビ・

冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
エ
ア
コ
ン
・
パ
ソ

コ
ン
は
除
く
）

 

環
境
交
通
課
　
環
境
交
通
係

　
☎（
22
）１
１
１
１　（
内
線
５
１
8
）

　
大
雨
災
害
に
よ
り
「
半
壊
（
大
規
模
半

壊
含
む
）」「
床
上
浸
水
」
の
「
り
災
証
明

書
」
が
発
行
さ
れ
た
世
帯
で
、
自
ら
の
資

力
で
は
、
住
家
内
や
玄
関
入
口
な
ど
に
流

入
し
た
土
石
等
の
除
去
が
で
き
な
い
場
合

は
、
国
の
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

被
災
者
支
援
室 

　
☎（
22
）
１
１
１
１
（
内
線
２
２
６
）

　
大
雨
災
害
に
よ
る
「
り
災
証
明
書
」
で

「
床
上
浸
水
」
の
判
定
を
受
け
た
世
帯
は
、

一
世
帯
に
つ
き
１
万
円
の
見
舞
金
を
支
給

し
ま
す
。
支
給
対
象
の
世
帯
に
は
福
祉
課

か
ら
連
絡
し
ま
す
。
申
請
は
不
要
で
す
。

※
大
雨
で
被
災
さ
れ
た
住
家
で
「
全
壊
」

「
大
規
模
半
壊
」「
半
壊
」
の
判
定
を
受

け
、「
熊
本
地
震
に
関
連
し
た
応
急
救

助
」
と
認
め
ら
れ
た
世
帯
は
、
災
害
救

助
法
が
適
用
さ
れ
る
た
め
、
見
舞
金
の

支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

福
祉
課 
福
祉
政
策
係

　
☎（
22
）
１
１
１
１
（
内
線
４
０
８
）

　
大
雨
で
浸
水
被
害
が
あ
っ
た
住
家
に
消

毒
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
消
毒
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な

お
、
消
毒
は
1
軒
に
つ
き
、
1
回
で
す
。

す
で
に
消
毒
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
は
申
し

込
み
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
対
象
　

6
月
20
日
以
降
の
大
雨
で
、
浸

水
被
害
（
床
上
・
床
下
）
の
あ
っ
た
住
家

※
住
家
と
同
一
敷
地
内
の
小
屋
は
対
象
と

し
ま
す
が
、
小
屋
の
み
や
空
き
家
は
対

象
外
と
し
ま
す
。

申
請
期
限
　

8
月
31
日
（
水
）
ま
で

必
要
書
類
　
り
災
証
明
書
ま
た
は
浸
水
被

害
状
況
の
わ
か
る
写
真

環
境
交
通
課 

環
境
交
通
係

　
☎（
22
）1
1
1
1
（
内
線
5
1
8
）

⑴
募
集
す
る
団
地
と
住
戸

①
浦
田
仮
設
団
地
（
33
戸
程
度
）

②
境
目
第
2・3
仮
設
団
地（
20
戸
程
度
）

⑵
応
募
者
の
要
件
（
次
の
①
～
⑥
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
方
）

①
熊
本
地
震
発
生
時
に
、
宇
土
市
に
住

大
雨
被
災
者
支
援

大
雨
・
地
震

　
被
災
者
支
援

応
急
仮
設
住
宅
の
４
次
募
集

を
開
始
し
ま
す
　

大
雨
に
よ
る
「
被
災
状
況
調

査
」
及
び
「
り
災
証
明
書
」 

住
家
に
侵
入
し
た
土
石
等
の
　
　
　

除
去
に
つ
い
て
　
　

大
雨
災
害
（
床
上
浸
水
）
の
　
　
　

見
舞
金
に
つ
い
て

大
雨
災
害
ご
み
の
受
入
れ
を

再
開
し
ま
す

床
上
・
床
下
浸
水
住
家
の
消

毒
を
実
施
し
て
い
ま
す

記号の説明　 …問い合わせ先　 …申込先　☎…電話番号
　　　　　 …FAX　 …ﾒールアドﾚス　 …ﾎーﾑページ
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保
険
料
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
減
免

に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

 

高
齢
者
支
援
課 

介
護
保
険
係

　
☎（
22
）1
1
1
1
（
内
線
4
1
7
）

※
そ
の
他
、
災
害
で
事
業
収
入
、
不
動
産

収
入
、
山
林
収
入
ま
た
は
給
与
収
入
が

減
少
し
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合

は
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

固
定
資
産
税

　
家
屋
は
、
被
害
状
況
に
応
じ
て
次
の
と

お
り
減
免
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
土
地
の
固
定
資
産
税
は
、
流

失
等
で
原
型
を
と
ど
め
な
い
場
合
に
減
免

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　
減
免
申
請
書
（
様
式
は
税
務
課
設
置
）

と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
税
務
課
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

税
務
課 

課
税
係

　
☎（
22
）1
1
1
1
（
内
線
５
１
１
）

　
次
の
要
件
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
介
護

所
を
有
す
る
方

②
地
震
ま
た
は
大
雨
に
よ
り
住
居
が
全

壊
、
大
規
模
半
壊
、
半
壊
の
被
害
を
受

け
た
た
め
、
居
住
す
る
住
宅
が
な
い
方

③
自
ら
の
資
力
で
は
、
住
居
の
確
保
が

で
き
な
い
方

④
災
害
救
助
法
に
基
づ
く
住
宅
応
急
修

理
制
度
を
利
用
し
て
い
な
い
方

⑤
熊
本
県
被
災
者
向
け
民
間
賃
貸
住
宅

借
上
げ
制
度
を
利
用
し
て
い
な
い
方

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
方

⑶
応
募
期
間

　
8
月
1
日
（
月
）
～
8
月
26
日
（
金
）

⑷
応
募
方
法

　
応
急
仮
設
住
宅
入
居
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
り
災
証
明
書
、
住
民
票
を
添

え
て
申
請
窓
口
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
の
人
数
が
募
集
戸
数
を
上
回
っ

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

⑸
入
居
時
期

　
9
月
上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

詳
細
は
、
入
居
決
定
通
知
書
に
よ
り
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

⑹
そ
の
他
入
居
の
条
件

・
入
居
期
間
は
2
年
以
内
で
す
。
家
賃
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

・
駐
車
場
は
、
原
則
と
し
て
1
世
帯
1
台

分
で
す
。

・
電
気
代
、
水
道
代
、
ガ
ス
代
お
よ
び
共

益
費
、
自
治
会
費
（
区
費
）
等
は
、
入

居
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

・
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
、
室
内
飼
育
に
限
り

可
と
し
ま
す
。

被
災
者
支
援
室

　
☎（
22
）１
１
１
１（
内
線
２
２
７
）

　
次
の
要
件
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
平
成

28
年
度
分
の
市
税
等
の
減
免
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
減
免
を
受
け
る
た
め
に

は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税

減
免
対
象
者
　「
り
災
証
明
書
」
で
半
壊

以
上
と
判
定
さ
れ
た
住
宅
に
居
住
す
る

納
税
義
務
者

※
浸
水
に
よ
る
被
害
は
、「
床
上
浸
水
」

以
上
の
場
合
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
う

え
で
損
害
程
度
を
認
定
し
ま
す
。

減
免
割
合
　
前
年
合
計
所
得
金
額
1,
0
0
0

　
万
円
以
下
の
方
は
、
次
の
区
分
に
よ
り
減

免
し
ま
す
。

被災区分 対象者 損害程度：減免割合

熊本地震
「り災証明申請書」で半壊以上と判定された住宅
（借家含む）に居住する介護保険第 1 号被保険者
（65 歳以上の方）

全壊：全部
半壊・大規模半壊：2 分の 1

大雨災害

第 1 号被保険者（65 歳以上の方）又は同一世帯
の生計を維持する方の所有する住宅 , 家財その他
の財産について , 損害程度が 3 割以上と判定さ
れた方。
※介護保険料の所得段階は , 今年度の介護保険料

の決定通知に記載しています。

介護保険料の所得段階が第 3 段階以下で損害程度
が 3 割以上 5 割未満：2 分の 1

介護保険料の所得段階が第 3 段階以下で損害程度
が 5 割以上：全部

介護保険料の所得段階が第 4 段階以上で損害程度
が 3 割以上 5 割未満：5 分の 1

介護保険料の所得段階が第 4 段階以上で損害程度
が 5 割以上：2 分の 1

損害程度

前年合計
所得金額

減免割合

半壊 大規模半壊 全壊

500 万円
以下 2 分の１ 4 分の 3 全部

750 万円
以下 4 分の１ 8 分の 3 2 分の 1

750 万円
超 8 分の１ 16 分の 3 4 分の 1

市
税
等
を
減
免
し
ま
す

介
護
保
険
料
を
減
免
し
ま
す

　　宇土市ホームページ
 http://www.city.uto.kumamoto.jp/

記号の説明　 …問い合わせ先　 …申込先　☎…電話番号
　　　　　 …FAX　 …ﾒールアドﾚス　 …ﾎーﾑページ

HP

損害程度 減免割合 備考

全壊 全部 損害程度は，「り
災証明書」で半
壊以上と判定さ
れた家屋。

「床上浸水」以上
の場合 , 現地調査
を行ったうえで
損害程度を認定
します。

大規模
半壊 10 分の 6

半壊 10 分の 4
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UTO

information

familey
announce

　
熊
本
地
震
の
被
災
者
に
対
し
て
、
全
国

各
地
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金

は
、「
宇
土
市
熊
本
地
震
災
害
対
策
義
援

金
配
分
委
員
会
」で
配
分
基
準
を
決
定
し
、

順
次
配
分
し
て
い
ま
す
。

宇土市フェイスブック 
https://www.facebook.com/utocity

　
次
の
要
件
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
減
免
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

 

保
険
課 

国
保
年
金
係

　
☎（
22
）1
1
1
1
（
内
線
4
2
4
）

【第 1 次・第２次配分基準】※配分基準は熊本県の基準に準ずる

被害区分
配分金額

第 1 次配分 第 2 次配分 合計

人的被害
（1 人当たり） 重傷者  8 万円  8 万円

住家被害
（1世帯当たり）

全壊 20 万円 60 万円 80 万円

大規模半壊，
半壊 10 万円 30 万円 40 万円

○
義
援
金
の
受
給
に
は
、
申
請
が
必
要
で

す
。す
で
に
申
請
が
済
ま
れ
た
世
帯
は
、

追
加
配
分
に
対
し
て
新
た
な
申
請
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
重
傷
者
は
、熊
本
地
震
に
よ
り
負
傷
し
、

医
師
の
治
療
を
受
け
、
ま
た
は
受
け
る

必
要
の
あ
る
方
の
内
、
1
カ
月
以
上
の

治
療
を
要
す
る
方
で
す
。

※
熊
本
地
震
に
直
接
起
因
し
な
い
負
傷
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　（
例
：
避
難
所
生
活
中
に
ト
イ
レ
で
転

ん
だ
、
被
災
後
の
後
片
付
け
作
業
中
に

骨
折
等
）

○
重
傷
者
の
申
請
に
は
医
師
の
診
断
書
が

必
要
で
す
。
診
断
書
に
係
る
費
用
は
、

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

被
災
者
支
援
室 

給
付
班

　
☎（
22
）1
1
1
1
（
内
線
2
2
6
）

　
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
建
物
の
解
体
・

撤
去
を
行
お
う
と
す
る
場
合
は
「
宇
土
市

被
災
建
物
等
解
体
・
撤
去
支
援
事
業
」
が

利
用
で
き
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
被
災
し

た
家
屋
等
の
所
有
者
の
申
請
に
基
づ
き
、
市

が
所
有
者
に
代
わ
り
解
体
・
撤
去
を
行
う
も

の
で
す
。
申
請
に
は
、
次
の
3
つ
の
要
件
を

満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
市
が
解
体
・
撤
去
の
事
業
主
体
と
な
る

こ
と

②
市
か
ら
全
壊
、
大
規
模
半
壊
ま
た
は
半

壊
の
「
り
災
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
て

い
る
こ
と

③
家
屋
の
所
有
者
等
が
市
に
よ
る
解
体
・

撤
去
に
同
意
し
て
い
る
こ
と

【
申
請
手
続
】

受
付
期
間
　

8
月
31
日
（
水
）
ま
で

受
付
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

注
1
）
既
に
解
体
・
撤
去
し
た
方

　
既
に
個
人
で
費
用
を
負
担
し
、
住
家
の

解
体
・
撤
去
を
さ
れ
て
い
て
も
事
業
の
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
次
に
掲
げ

る
書
類
を
添
え
て
、
解
体
後
速
や
か
に
申

請
く
だ
さ
い
。
市
の
基
準
に
よ
り
算
定
し

た
額
の
範
囲
内
で
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

・
り
災
証
明
書
（
半
壊
以
上
）

・
状
況
を
記
録
し
た
写
真

　（
解
体
工
事
前
、
工
事
中
、
工
事
後
）

・
契
約
書
、
見
積
書
、
領
収
書

　（
解
体
工
事
に
係
る
も
の
）

・
産
業
廃
棄
物
管
理
表

注
２
）
非
住
家
の
解
体

　
空
き
家
、
中
小
企
業
の
事
務
所
、
店
舗
、

倉
庫
な
ど
で
、半
壊
以
上
の
被
害
を
受
け
、

市
が
生
活
環
境
保
全
上
必
要
と
認
め
る
場

合
は
、
事
業
の
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
り
災
証
明
書
は
発
行
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
被
災
建
物
等
の
被
害
程
度

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

減
免
し
ま
す

地
震
被
災
者
支
援

記号の説明　 …問い合わせ先　 …申込先　☎…電話番号
　　　　　 …FAX　 …ﾒールアドﾚス　 …ﾎーﾑページ

被災区分 対象者 減免割合

熊本地震

同一世帯の世帯主が居住する住家が「り災証明書」
で半壊以上と判定された方

全壊：全部
半壊・大規模半壊：2 分の 1

同一世帯の世帯主が死亡し，又は重篤な傷病を負っ
た方 全部

同一世帯の世帯主の行方が不明である方 全部

同一世帯の世帯主が，事業の廃止又は失業等によ
り一定以上収入の減少が見込まれる方

前年の所得に応じた割合
（前年の所得が 1,000 万円を超え
る方等，減免対象とならない場
合があります。）

同一世帯の世帯主以外の方で，その行方が不明で
ある方 全部

大雨災害
被保険者又は同一世帯の世帯主が，住宅，家財又
はその他の財産について損害程度が３割以上と判
定された方

前年の所得に応じた割合
（前年の所得が 1,000 万円を超え
る方等，減免対象とならない場
合があります。）

熊
本
地
震
災
害
対
策
義
援
金

は
順
次
配
分
し
て
い
ま
す
。

被
災
物
件
（
住
家
・
非
住
家
）

の
解
体
・
撤
去
を
受
付
中
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（出品協力者）相川七瀬，大畑大介，オリエンタルラジオ・藤森，クワバタオハラ・小原正子，小島よしお，品川庄司・庄司智春，杉山愛，
タカアンドトシ・タカ，武田双雲，チュートリアル・徳井・福田，つるの剛士，トータルテンボス・藤田・大村，AI，aiko, 原口あ
きまさ，ノンスタイル・井上，ハブサービス，PUFFY・ゆみ，パンチ浜崎，ペナルティー・ワッキー，MAX・ナナ，ミッツマング
ローブ，遼河はるひ，レギュラー・松本・西川，トロサーモン・村田，カラテカ・入江，プラスマイナス・岩崎，次長課長・河本

「全国からの支援を力に・・・」
　もっこすファイアーのお二人が，宇土市に寄付と手紙を届け
てくれました。
　この寄付は，お二人の先輩である次長課長の河本準一さんの
呼びかけで，熊本の支援に協力いただける多くの芸能人の方々
が，服や私物を東京のフリーマーケットに出品し販売。その売
り上げを寄付としていただいたものです。
　また，手紙は，河本さんから宇土市の皆さまあてにいただき
ましたので，ご紹介します。

の
認
定
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

申
請
の
受
付
は
住
家
を
優
先
的
に
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　

8
月
31
日
（
水
）
ま
で

被
災
者
支
援
室

　
☎（
22
）1
1
1
1
（
内
線
2
3
2
）

　
熊
本
地
震
で
住
家
が
全
壊
、
半
壊
し
た

た
め
、
学
用
品
を
損
失
ま
た
は
損
傷
し
、

就
学
上
支
障
の
あ
る
児
童
・
生
徒
に
学
用

品
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者
　
地
震
で
住
家
が
「
全
壊
」
ま
た

は
「
半
壊
」
し
た
こ
と
に
よ
り
、
学
用

品
を
損
失
ま
た
は
損
傷
し
た
児
童
・
生

徒
支
給
対
象
品
目
　

①
文
房
具
（
ノ
ー
ト
、
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
、

ク
レ
ヨ
ン
、
絵
具
、
画
筆
、
画
用
紙
、

下
敷
き
、
定
規
な
ど
）

②
通
学
用
品
（
傘
、
靴
、
長
靴
な
ど
）

③
そ
の
他
の
学
用
品
（
運
動
靴
、
カ
ス
タ

ネ
ッ
ト
、ハ
ー
モ
ニ
カ
、笛
、ピ
ア
ニ
カ
、

工
作
用
具
、
裁
縫
用
具
な
ど
）

支
給
方
法
　
教
育
委
員
会
で
学
用
品
を
購

入
し
、
現
物
を
給
付
し
ま
す
。

※
学
用
品
の
柄
な
ど
は
選
べ
ま
せ
ん
。

上
限
額
　

　
・
小
学
生
　

4,
3
0
0
円

　
・
中
学
生
　

4,
6
0
0
円

申
請
方
法
　
通
学
中
の
学
校
へ
申
請
く
だ

さ
い
。（
申
請
書
は
学
校
に
あ
り
ま
す
）

申
請
に
必
要
な
書
類
　

　「
り
災
証
明
書
」
の
コ
ピ
ー

学
校
教
育
課 

学
務
係

　
☎（
22
）6
5
0
0

　
国
税
庁
で
は
、
熊
本
県
内
に
納
税
地
の

あ
る
方
に
つ
い
て
、
地
震
が
発
生
し
た
4

月
14
日
以
後
に
到
来
す
る
国
税
に
関
す
る

申
告
、
申
請
、
請
求
、
届
出
お
よ
び
そ
の

他
の
書
類
の
提
出
な
ら
び
に
納
付
等
の
期

限
を
延
長
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
申
告
・

納
付
等
の
延
長
期
限
は
、
今
後
、
被
災
者

の
状
況
に
十
分
配
慮
し
て
検
討
し
ま
す
。

詳
し
く
は
熊
本
国
税
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

宇
土
税
務
署
　
☎（
22
）0
4
1
0

　　宇土市ホームページ
 http://www.city.uto.kumamoto.jp/
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HP

地
震
で
被
災
さ
れ
た
児
童
・
生

徒
へ
学
用
品
を
支
給
し
ま
す

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　こ
の
度
、
東
京
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
の
売
り
上
げ
金
を
熊
本
の
被
災
者

の
方
々
に
使
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
、
寄
付
致
し
ま
す
。
少
な
い
で
す
が
、

少
し
で
も
役
に
立
て
た
ら
と
皆
で
協
力

し
ま
し
た
。

　代
表
で
手
紙
を
書
か
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
協
力
し
て
く
れ
た
仲
間
の
名
前
を

書
い
て
お
き
ま
す
。

　み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
い
つ
も
の
明

る
く
楽
し
い
熊
本
県
に
一
日
も
早
く
な

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
6
月
19
日

代
表
者  

次
長
課
長

　河
本
準
一

〈21〉◆2016/8◆広報うと



UTO

information

familey
announce

お
し
ら
せ

INFO
情
報

く
ら
し

　
地
震
後
中
断
し
て
い
た
「
生
ご
み
」
の
収

集
は
8
月
1
日
か
ら
再
開
し
ま
す
。
生
ご
み

は
、
各
地
区
の
ご
み
置
き
場
に
設
置
し
て
あ

る
回
収
用
の
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
熊
本
地
震
お
よ
び
大
雨
災
害

の
影
響
に
よ
り
、
夏
季
資
源
ご
み
の
特
別
収

集
は
中
止
し
ま
す
。

環
境
交
通
課 

環
境
交
通
係

　
☎（
22
）1
1
1
1
（
内
線
5
1
8
）

　
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
を
お
持
ち
の

方
は
、
毎
年
8　
月
に
現
況
届
を
提
出
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
況
届
を
提
出
し
な

い
と
、
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
8　
月
以
降

の
手
当
の
支
給
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
2　

年
以
上
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
時
効
に

よ
り
手
当
の
支
給
を
受
け
る
権
利
が
な
く
な

り
ま
す
。
受
給
資
格
を
お
持
ち
の
方
に
は
、

8
月
上
旬
に
現
況
届
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
指
定
の
期
日

ま
で
に
申
請
く
だ
さ
い
。

※
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当

し
、ま
だ
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
所
得
制
限
に
よ
り
申
請
さ
れ

て
い
な
い
方
で
、
申
請
を
お
考
え
の
方

は
、
新
年
度
の
所
得
で
手
当
の
見
直
し

を
行
い
ま
す
の
で
、
担
当
窓
口
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
課 

子
育
て
支
援
係
　

　
☎　（
22
）1
1
1
1
（
内
線
4
2
0
）

　
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の
助
成
を
受

け
て
い
る
方
は
、
8
月
に
受
給
資
格
者
証
の

更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
を
行
わ
な

い
と
、
8
月
以
降
の
助
成
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
受
給
資
格
を
お
持
ち
の

方
に
は
、
更
新
手
続
き
の
日
程
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
そ
の
期
間
に
手
続
を
お
願
い

し
ま
す
。
こ
の
制
度
の
対
象
者
は
、
国
民
健

康
保
険
法
ま
た
は
社
会
保
険
各
法
で
定
め
ら

れ
た
被
保
険
者
で
、
市
内
在
住
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
父
ま
た
は
母
、
そ
の
児
童
ま
た
は
父

母
の
い
な
い
家
庭
の
児
童
で
す
。
次
の
方
は

INFO

生
ご
み
収
集
の
再
開
お
よ
び
夏

季
資
源
ご
み
特
別
収
集
の
中
止

に
つ
い
て

INFO

8
月
は
、
児
童
扶
養
手
当
の

現
況
届
提
出
の
月
で
す

INFO

8
月
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
受
給
資
格
者
証
の
切
り
替

え
期
で
す

受
給
資
格
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

・
生
活
保
護
法
ま
た
は
そ
の
他
の
法
令
に
よ

り
医
療
費
の
給
付
を
受
け
て
い
る
方

・
児
童
扶
養
手
当
法
に
よ
る
支
給
制
限
を
受

け
て
い
る
方

子
育
て
支
援
課 

子
育
て
支
援
係

　
☎（
22
）1
1
1
1
（
内
線
4
2
0
）

　
満
65
歳
以
上
の
方
が
電
動
ア
シ
ス
ト
自

転
車
を
購
入
す
る
際
の
購
入
費
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

助
成
対
象
者
・
要
件

（
次
の
①
～
⑤
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
）

①
申
請
年
度
中
に
満
65
歳
以
上
に
な
る
方

②
市
内
の
販
売
店
で
今
年
の
4
月
以
降
に

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を
購
入
さ
れ
た

方
、
も
し
く
は
来
年
の
3
月
ま
で
に
購

入
す
る
予
定
の
方

③
10
月
11
日
（
火
）
開
催
予
定
の
講
習
会

を
受
講
さ
れ
る
方

④
本
人
ま
た
は
世
帯
員
に
市
税
な
ど
の
滞

納
が
な
い
方

⑤
こ
の
事
業
に
よ
る
助
成
を
受
け
た
こ
と

が
な
い
世
帯
に
属
す
る
方

助
成
額

　
購
入
額
の
3
分
の
1
で
上
限
2
万
円

　（
非
課
税
世
帯
の
場
合
は
上
限
3
万
円
）

助
成
対
象
経
費

INFO

満
65
歳
以
上
の
方
対
象

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
購
入
助
成
金

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
本
体
購
入
費
、

防
犯
登
録
費
用

申
請
方
法

　
次
の
書
類
を
提
出
く
だ
さ
い
。

・
補
助
金
交
付
申
請
書
兼
実
績
報
告
書

・
購
入
時
の
領
収
書

・
自
転
車
安
全
講
習
会
修
了
証
の
写
し

・
防
犯
登
録
証
の
写
し

・
市
税
等
の
収
納
状
況
に
関
す
る
同
意
書

・
補
助
金
交
付
請
求
書

講
習
会
日
時
・
場
所

　
10
月
11
日
（
火
）
午
前
10
時
か
ら

　
市
民
体
育
館
（
宇
土
市
旭
町
5
0
4
）

※
雨
天
時
10
月
14
日
（
金
）
午
前
10
時
か
ら

※
講
習
会
は
、
10
月
3
日
（
月
）
ま
で
に
、

電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
今
年
度
中
に
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を
購

入
さ
れ
た
方
は
、
今
年
度
中
に
申
請
が
必

要
で
す
。
次
年
度
に
な
る
と
補
助
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

高
齢
者
支
援
課 

高
齢
者
福
祉
係

　
☎（
22
）1
1
1
1
（
内
線
4
1
4
）

　
戸
建
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
推
進
す
る
た

め
、
耐
震
診
断
を
実
施
さ
れ
る
方
を
対
象
に

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
建
物

①
市
内
に
所
在
す
る
戸
建
木
造
住
宅
で
、
現

に
居
住
し
て
い
る
も
の

INFO

戸
建
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

宇土市フェイスブック 
https://www.facebook.com/utocity
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地
へ
立
ち
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
事

前
通
知
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

調
査
時
期
　

8
月
～
10
月

調
査
対
象
　
市
内
全
域
の
農
地

農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎（
22
）1
1
1
1
（
内
線
2
3
1
）

　
こ
の
度
の
熊
本
地
震
を
受
け
、
国
土
交
通

省
国
土
地
理
院
に
よ
り
、
基
本
測
量
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
基
本
測
量
は
、
国
土
地
理

院
が
行
う
す
べ
て
の
測
量
の
基
礎
と
な
る
も

の
で
、
実
施
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

実
施
期
間
　
平
成
29
年
3
月
10
日
ま
で

対
象
地
域
　
市
内
全
域

測
量
内
容
　
三
角
点
改
測
、
高
度
地
域
基
準

点
測
量
、
水
準
測
量

土
地
の
立
入
に
つ
い
て
　
測
量
の
際
は
、
測

量
法
第
15
条
の
規
定
に
よ
り
、
私
有
地
等

に
立
ち
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

国
土
地
理
院 

九
州
地
方
測
量
部 

測
量
課
　

☎
0
9
2
（
4
1
1
）
7
8
8
1

　
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
夏
休

み
。
昆
虫
採
集
や
魚
釣
り
、
水
遊
び
な
ど
、

外
で
遊
ぶ
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。
こ
の
時

期
に
多
い
感
電
事
故
か
ら
お
子
さ
ま
を
守
る

た
め「
危
な
い
と
こ
ろ
で
は
遊
ば
な
い
で
！
」

と
一
言
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

注
意
事
項

●
虫
取
り
な
ど
で
電
柱
に
登
る
の
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

●
電
線
の
近
く
で
木
登
り
や
蝉
取
り
、
電
線

の
下
で
の
魚
釣
り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
切
れ
た
電
線
に
は
絶
対
に
触
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

●
変
電
所
の
構
内
に
は
、
絶
対
に
入
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

九
州
電
力 

宇
城
配
電
事
業
所

　
☎
０
１
２
０
（
９
８
６
）
６
０
５

　
熊
本
地
震
に
よ
り
、
開
催
を
検
討
し
て
い

た
「
う
と
地
蔵
ま
つ
り
」
は
、
宇
土
市
復
興

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。
し
か
し
、
地
震

に
よ
る
市
内
中
心
部
の
被
害
が
大
き
か
っ
た

た
め
、
花
火
大
会
お
よ
び
民
踊
パ
レ
ー
ド
は

行
わ
ず
、
ま
た
、
交
通
規
制
区
間
も
一
部
縮

小
し
て
開
催
し
ま
す
。、

日
時
　

8
月
23
日
（
火
）、
24
日
（
水
）

場
所
　
宇
土
市
街
地
一
円

②
在
来
軸
組
構
法
（
柱
や
梁
、
筋
か
い
な
ど

を
用
い
て
造
ら
れ
た
建
物
）
で
地
上
階
数

が
2
以
下
の
も
の

③
昭
和
56
年
5
月
31
日
（
旧
耐
震
基
準
）
以

前
に
着
工
さ
れ
た
も
の

④
過
去
に
戸
建
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
の

補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
も
の

補
助
対
象
者
　
住
宅
の
所
有
者
で
市
税
な
ど

の
滞
納
が
な
い
方

補
助
金
額
　
耐
震
診
断
に
要
す
る
経
費
の
3

分
の
2
以
内（
上
限
は
8
万
6
千
円
／
戸
）

募
集
件
数
　

2
件
程
度
（
予
算
の
範
囲
内
）

　
申
込
者
多
数
の
場
合
は
募
集
期
限
の
あ
と

抽
選
を
行
い
ま
す
。

募
集
期
限
　

8
月
15
日
（
月
）
ま
で

そ
の
他
　
申
込
書
お
よ
び
要
綱
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

都
市
整
備
課 

建
築
住
宅
係

　
☎（
22
）1
1
1
1
（
内
線
7
1
0
）

　
近
年
、
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て
い
る

た
め
、
農
地
の
有
効
活
用
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
耕
作
放
棄
地
は
、
病
害
虫
の

発
生
や
鳥
獣
被
害
の
発
生
、
さ
ら
に
不
法

投
棄
の
温
床
、
景
観
の
悪
化
な
ど
周
辺
地

域
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。そ
こ
で
、

耕
作
放
棄
地
の
現
地
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
調
査
の
際
、
地
権
者
の
立
ち
合
い
は

不
要
で
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
所
有

INFO

農
業
委
員
が
耕
作
放
棄
地
の

現
地
調
査
を
実
施
し
ま
す

INFO

国
土
地
理
院
に
よ
り

基
本
測
量
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

INFO

お
子
さ
ま
の
感
電
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

イ
ベ
ン
ト

児
童
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

『
こ
ど
も
夏
ま
つ
り
』
開
催
！

「
う
と
地
蔵
ま
つ
り
」
は
、

規
模
を
縮
小
し
て
開
催
し
ま
す

※
う
と
地
蔵
ま
つ
り
の
内
容
は
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
「
第
14
回
う
と
歌
謡
祭
」
は
、
11
月
に
延

期
し
ま
す
。
詳
細
は
広
報
う
と
10
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

商
工
観
光
課 

商
工
観
光
係

　
☎（
22
）1
1
1
1
（
内
線
6
1
2
）

　
地
震
や
大
雨
の
影
響
で
、
た
く
さ
ん
遊
べ

な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
へ
児
童
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
「
こ
ど
も
夏
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。
夏
な
ら
で
は
の
楽
し
い

コ
ー
ナ
ー
を
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
友

だ
ち
を
誘
っ
て
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
！

日
時
　

8
月
20
日
（
土
）

　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

場
所
　
児
童
セ
ン
タ
ー

内
容
　
魚
釣
り
ゲ
ー
ム
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、　

　
　
　
綿
菓
子
、
か
き
氷
な
ど

参
加
費
　
無
料

児
童
セ
ン
タ
ー
　
☎（
23
）3
3
0
3

　
今
年
で
43
回
目
と
な
る
こ
の
大
会
は
、
部

落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
現
実
か

ら
深
く
学
び
、
差
別
の
解
消
を
目
指
し
た
具

体
的
な
実
践
を
も
と
に
論
議
を
深
め
、
人
権

宇
城
地
区
人
権
教
育

研
究
大
会
を
開
催
し
ま
す

　　宇土市ホームページ
 http://www.city.uto.kumamoto.jp/
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information

familey
announce

文
化
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
例
年
、
全
体
会
・
分
科
会
の
開
催
で

す
が
、
今
年
は
熊
本
地
震
に
よ
り
使
用
で
き

る
会
場
に
限
り
が
あ
り
、
分
科
会
の
み
の
開

催
と
な
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時
　

8
月
20
日
（
土
）
午
前
9
時
～
正
午

会
場
　
宇
城
市
豊
野
公
民
館

　
　
　（
定
員
1
0
0
人
）
※
申
込
不
要

分
科
会
　
人
権
が
根
づ
く
ま
ち
づ
く
り

講
師
　
緒
方
正
雄
さ
ん

　
　
　（
和
水
町
地
域
人
権
教
育
指
導
員
）

講
演
　
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

　
　
～
出
会
い
の
中
か
ら
学
ん
だ
こ
と
～

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係

　
☎（
22
）6
5
1
0

　
つ
ど
い
の
広
場
「
サ
ン
サ
ン
」
は
、
親
と

子
が
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
子
育
て
の
相
談
が

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
で
、
児
童
セ
ン
タ
ー
2
階

に
あ
り
ま
す
。
つ
ど
い
の
広
場
で
は
、
月
に

1
回
、
子
育
て
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

8
月
の
講
座
は
、「
震
災
後
の
子
ど
も
へ
の

接
し
方
と
非
常
時
の
食
事
に
つ
い
て
」で
す
。

震
災
後
、
お
子
さ
ま
の
こ
と
で
気
が
か
り
な

こ
と
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
、
食
事
や
栄
養
面

で
気
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
事
前

の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
　

8
月
31
日
（
水
）
※
10
時
15
分
開
場

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所
　
児
童
セ
ン
タ
ー
3
階
　
音
楽
室

講
師
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
職
員

対
象
者
　
乳
幼
児
（
概
ね
3
歳
未
満
ま
で
）

　
　
　
　
と
そ
の
保
護
者

参
加
費
　
無
料

つ
ど
い
の
広
場
　
☎（
22
）2
4
0
8

子
育
て
支
援
課 

子
育
て
支
援
係

　
☎（
22
）1
1
1
1
（
内
線
4
2
1
）

　
私
た
ち
が
豊
か
で
幸
せ
な
生
活
を
送
る
に

は
、
立
派
な
政
治
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
政
治
は
選
挙
で
選
ば
れ
た
人

た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
だ
か
ら
選
挙

が
明
る
く
正
し
く
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
で

は
、
児
童
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に
明
る
い
選
挙

を
呼
び
か
け
る
印
象
的
な
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
内
容
　
明
る
い
選
挙
を
呼
び
か
け
る
内

容
で
自
由
に
表
現
し
て
く
だ
さ
い

応
募
資
格
　
小
学
校
児
童
、

　
　
　
　
　
中
学
校
・
高
等
学
校
の
生
徒

募
集
期
間
　

9
月
9
日
（
金
）
ま
で

応
募
画
材
　
描
画
材
料
は
自
由
（
紙
や
布
な

ど
、
絵
の
具
材
料
だ
け
に
限
り
ま
せ
ん
。）

大
き
さ
は
画
用
紙
の
四
切
（
5
4
2
m
×

3
8
2
m
）、八
切（
3
8
2
m
×
2
7
1
m
）

も
し
く
は
そ
れ
に
準
じ
る
大
き
さ

応
募
上
の
注
意

①
作
品
の
う
ら
右
下
に
、
県
名
、
学
校
名
、

学
年
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
を
必
ず
記
入

く
だ
さ
い
。

②
応
募
作
品
は
、
返
却
し
ま
せ
ん
。

③
入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に
属
し
、

作
品
は
自
由
に
利
用
し
ま
す
。

④
入
賞
者
の
学
校
名
、
学
年
お
よ
び
氏
名
は

公
表
し
ま
す
。

発
表
　
11
月
初
旬
の
予
定

 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎（
22
）1
7
0
8

　
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
人
権
を
身
近

な
問
題
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
、
次

の
と
お
り
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
ま

す
。
優
秀
作
品
は
、表
彰
を
行
う
と
と
も
に
、

1
万
円
程
度
の
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。ま
た
、

優
秀
作
品
は
今
後
の
啓
発
活
動
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
内
容
　
人
権
啓
発
に
関
す
る
こ
と
ば
、　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

あ
つ
ま
れ
！

つ
ど
い
の
広
場
「
子
育
て
講
座
」

講
座

・

教
室

募
　
集

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

作
品
募
集
！

人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
あ
な
た
の
ひ
と
こ
と
」
募
集
！

宇土市フェイスブック 
https://www.facebook.com/utocity
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メ
ッ
セ
ー
ジ
（
50
字
以
内
）

募
集
期
間
　

7
月
4
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　

9
月
15
日
（
木
）
必
着

応
募
方
法
　
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
年
齢
を
明
記
の
う
え
、
申
込
先

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
熊
本
県

人
権
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

応
募
で
き
ま
す
。

〒
8
6
2-

8
5
7
0
（
住
所
不
要
）

　

熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー

　
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集
係

　 

0
9
6（
3
8
3
）1
2
0
6

熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
9
6（
3
3
3
）2
2
9
9 

　
成
人
式
の
企
画
、
運
営
に
協
力
い
た
だ
け

る
ス
タ
ッ
フ
（
運
営
委
員
）
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
今
回
成
人
式

を
迎
え
ら
れ
る
新
成
人
の
方
が
対
象
で
す
。

成
人
式
日
程

　
平
成
29
年
1
月
8
日
（
日
）

※
受
付
は
午
前
9
時
30
分
か
ら
、
式
典
は
午

前
10
時
か
ら
の
予
定
。

募
集
概
要
　
新
成
人
の
中
か
ら
30
人
程
度
。

男
女
の
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
意
欲
の
あ
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
の
役
割
　

9
月
か
ら
12
月
ま
で
に
、

4
回
程
度
の
会
議
を
行
い
ま
す
。（
式
典
内
容

の
決
定
、役
割
分
担
、配
布
資
料
の
準
備
な
ど
）

タ
ー
）
主
催
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日
時
　

9
月
17
日
（
土
）

　
　
　
午
後
6
時
30
分
か
ら

場
所
　
松
橋
ホ
ワ
イ
ト
パ
レ
ス

参
加
条
件
・
募
集
人
数
・
参
加
費

男
性
　
宇
土
市
、
宇
城
市
、
美
里
町
に
お
住

　
　
　
ま
い
で
、
年
齢
45
歳
ま
で
の
方

　
　
　
15
人
程
度
　
４,
0
0
0
円

女
性
　
年
齢
45
歳
ま
で
の
独
身
の
方

　
　
　
15
人
程
度
　
４,
0
0
0
円

※
結
婚
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
未
登
録
の
方

は
、
新
規
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
登

録
料
は
無
料
で
す
。
登
録
い
た
だ
く
と
、

結
婚
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
当
日
の
登
録
も
可
能
で
す
。

申
込
期
限
　

8
月
30
日（
火
）午
後
４
時
ま
で

申
込
方
法
　
件
名
を
「
第
11
回
Ｕ
Ｋ
Ｉ
う
き

コ
ン
申
込
み
」
と
し
、
①
名
前
（
ふ
り
が

な
）
②
性
別
③
生
年
月
日
④
年
齢
⑤
住
所

⑥
職
業
⑦
電
話
番
号
⑧
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
明
記
し
て
、
メ
ー
ル
・
・
郵
送
・
持

参
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。
申
込
者
全
員
に
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
の

可
否
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

宇
城
広
域
連
合

〒
8
6
9-
0
5
3
2

　
宇
城
市
松
橋
町
久
具
3
9
6-

2

　
☎（
32
）4
1
4
4
　
（
32
）4
1
5
2

　konkatsu@
uki-kouikirengo.or.jp

応
募
方
法
　
応
募
さ
れ
る
方
は
、
電
話
で
連

絡
い
た
だ
く
か
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
F
A
X

に
「
成
人
式
運
営
ス
タ
ッ
フ
希
望
」
と
記

入
し
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
申
込
先
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

応
募
締
め
切
り
は
8
月
22
日
（
月
）
で
す
。

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係

〒
8
6
9-

0
4
3
3
　
宇
土
市
新
小
路
町
95

　
☎（
22
）6
5
1
0
　
（
23
）1
0
0
2

　
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

が
一
体
と
な
り
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く

り
を
目
指
し
て「
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
」

（
鶴
城
中
学
校
区
・
住
吉
中
学
校
区
）
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
本
の
読
み
聞

か
せ
や
校
内
美
化
、
登
下
校
時
の
安
全
見
守

り
、
学
習
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

地
域
全
体
で
学
校
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

自
分
の
経
験
を
生
か
し
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
申

し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係

　
☎（
22
）6
5
1
0

　
宇
城
広
域
連
合
（
結
婚
活
動
支
援
セ
ン

『
平
成
29
年
成
人
式
』

運
営
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す

婚
活
イ
ベ
ン
ト
（
第
11
回
Ｕ
Ｋ

Ｉ
う
き
コ
ン
）
参
加
者
募
集

広告

　　宇土市ホームページ
 http://www.city.uto.kumamoto.jp/

記号の説明　 …問い合わせ先　 …申込先　☎…電話番号
　　　　　 …FAX　 …ﾒールアドﾚス　 …ﾎーﾑページ

HP

〈25〉◆2016/8◆広報うと



UTO

information
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訓
練
内
容
（
パ
ソ
コ
ン
資
格
取
得
科
）

　
税
理
士
事
務
所
の
入
力
業
務
を
通
じ
て
、

経
理
事
務
の
知
識
を
習
得
し
、
会
計
ソ
フ

ト
の
操
作
を
マ
ス
タ
ー
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
8
月
31
日
（
水
）
ま
で

訓
練
期
間
（
3
カ
月
間
）

　
10
月
4
日
（
火
）～
12
月
27
日
（
火
）

経
費
　
不
要

訓
練
場
所
　
尾
場
瀬
税
理
士
事
務
所

　（
熊
本
市
東
区
若
葉
3
丁
目
15-

8
）

そ
の
他
　
募
集
案
内
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。「
熊
本
県
立
高
等
技
術

専
門
校
」
で
検
索
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
城
　
☎（
32
）8
6
0
9

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
0
9
6（
3
7
8
）0
1
2
1

※
「
学
校
図
書
館
事
務
」
は
、
免
許
資
格
職

と
し
て
実
施
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
県
人
事
委
員
会
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
人
事
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
７
３
３

　
平
成
29
年
4
月
入
隊
（
校
）
の
学
生
を
募

集
し
ま
す
。

宇
城
募
集
案
内
所
　
☎（
23
）2
0
4
7

試験の種類 第１次試験
日

申込受付期間
（当日消印有効）

県職員
（高等学校卒業程度，

免許資格職）
9 月 25 日

（日）

8 月 8 日（月）

〜

8 月 26 日（金）
警察官（警察官Ｂ） 10 月 16 日

（日）

身体障がい者を
対象とする
選考試験

10 月 23 日
（日）

熊
本
県
職
員
・
警
察
官
の

採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

募集項目 資格 受付期間

防衛大学校学生

推薦
高卒（見込含む）21 歳未満
の成績優秀かつ生徒会活動等
に顕著な実績を修め学校長が
推薦できる方

9 月 5 日（月）
〜 8 日（木）

総合選抜 高卒（見込含む）21 歳未満

一般（前期）

高卒（見込含む）21 歳未満 9 月 5 日（月）
〜 30 日（金）

防衛医科大学校医学科学生

防衛医科大学校看護学科学生
（自衛官候補看護学生）

宇土市フェイスブック 
https://www.facebook.com/utocity

し
ご
と

「Job navi 2016

　
学
生
等
就

職
面
接
会
」
を
開
催
し
ま
す
！

参
加
対
象
者
　
大
学
（
院
）・
短
期
大
学
・
高

等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
を
来
春
卒
業
予
定

の
就
職
未
内
定
の
方
お
よ
び
卒
業
後
概
ね
3

年
以
内
の
方
（
30
年
3
月
卒
業
予
定
者
及
び

高
校
卒
業
予
定
者
は
対
象
と
し
ま
せ
ん
）

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
。
履
歴
書
を
複

数
枚
ご
持
参
く
だ
さ
い

日
時
　
①
9
月
6
日（
火
）
正
午
～
午
後
4
時

　
　
　
　（
受
付
11
時
30
分
か
ら
）

　
　
　
②
9
月
7
日（
水
）午
前
11
時
～
午
後
3
時

　
　
　
　（
受
付
10
時
30
分
か
ら
）

場
所
　
熊
本
市
流
通
情
報
会
館

　（
熊
本
市
南
区
流
通
団
地
1
丁
目
24
）

参
加
企
業
　
県
内
に
就
業
場
所
を
有
す
る
企

業
80
～
90
社
（
予
定
）

※
各
日
40
～
45
社
（
重
複
参
加
不
可
）

熊
本
労
働
局

　
☎
0
9
6（
2
1
1
）1
7
0
7

受
講
対
象
障
が
い
　
身
体
障
が
い
の
う
ち
下

肢
障
が
い
・
内
部
障
が
い
・
精
神
障
が
い
・

発
達
障
が
い
・
難
病
・
高
次
脳
機
能
障
が
い

定
員
　
3
人

防
衛
大
学
・
防
衛
医
科
大
学
校

学
生
募
集

記号の説明　 …問い合わせ先　 …申込先　☎…電話番号
　　　　　 …FAX　 …ﾒールアドﾚス　 …ﾎーﾑページ

障
害
の
あ
る
方
対
象

職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
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熊
本
県
司
法
書
士
会
と
市
の
共
催
で

「
司
法
書
士
に
よ
る
被
災
者
支
援
の
た
め

の
無
料
法
律
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
方
で
法
律
問
題
（
ロ
ー
ン
の

支
払
問
題
、
隣
地
問
題
、
借
家
問
題
、
会

社
経
営
問
題
、
権
利
証
な
ど
の
紛
失
等
の

問
題
な
ど
）
で
お
困
り
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い

開
催
日
　

8
月
2
日
（
火
）・
4
日
（
木
）

※
以
降
の
開
催
は
、
会
場
の
都
合
に
よ
り

未
定
で
す
。

開
催
時
間
　
午
後
１
時
～
４
時

開
催
場
所
　
市
民
体
育
館

相
談
方
法
　
面
談
（
予
約
不
可
）

総
務
課 

行
政
係

　
☎（
22
）1
1
1
1
　（
内
線
2
0
9
）

　
う
つ
病
な
ど
こ
こ
ろ
の
悩
み
や
、
病
気
の

こ
と
で
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

宇
城
保
健
所
で
は
、
精
神
科
医
に
よ
る
専
門

相
談
を
開
設
し
て
い
ま
す
。 

本
人
に
限
ら

相
　
談

精
神
保
健
相
談
の
ご
案
内

司
法
書
士
に
よ
る
被
災
者
支
援

の
た
め
の
無
料
法
律
相
談
会

ず
、
家
族
や
関
係
者
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。 

期
日
　

8
月
19
日
（
金
）、9
月
20
日
（
火
）、　

　
　
　
10
月
21
日
（
金
）、11
月
15
日
（
火
）、

　
　
　
12
月
16
日
（
金
）、

平
成
29
年
1
月
17
日
（
火
）、

　
　

2
月
17
日
（
金
）、
3
月
21
日（
火
）

時
間
　
午
後
2
時
～
4
時

場
所
　
宇
城
保
健
所
　

1
階
相
談
室

　
　（
宇
城
市
松
橋
町
久
具
４
０
０-

１
）

申
込
方
法
　
予
約
制
で
す
。
電
話
で
の
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。
料
金
は
無
料
で
す
。

宇
城
保
健
所 

保
険
予
防
課

　
☎（
32
）１
２
０
７ 

　
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存

症
を
抱
え
る
方
の
ご
家
族
が
、
正
し
い
知
識

や
家
族
の
対
応
に
つ
い
て
学
び
、
同
じ
悩
み

や
体
験
を
持
つ
方
と
の
交
流
を
通
し
て
、
健

康
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
「
地
域
版
依
存
症
家
族
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
方
法
や
会

場
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
9
6
（
3
8
6
）
1
1
6
6

株式会社ホープ 財源確保 検索092-716-1404

各世帯に配布

「広報うと」に広告を掲載しませんか？
宇土市内

福岡県福岡市中央区
薬院1-14-5MG薬院ビル7F

お問い
合わせは

宇土市民なら
目にしたことがある

約14,000部約14,000部

▶

地域に根ざした
情報発信

各世帯配布による
知名度向上

28年5月号から開始の
新しい広告媒体

他エリア自治体広告もお任せください！

広告

地
域
版
依
存
症
家
族
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
催
し
ま
す

　　宇土市ホームページ
 http://www.city.uto.kumamoto.jp/

記号の説明　 …問い合わせ先　 …申込先　☎…電話番号
　　　　　 …FAX　 …ﾒールアドﾚス　 …ﾎーﾑページ

HP

　
家
族
や
大
切
な
方
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た

方
々
が
、
悩
み
や
苦
し
み
を
分
か
ち
合
い
、

と
も
に
心
を
癒
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
グ

ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
方
法
や
会
場
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
死
遺
族
の
方
の
個
別

相
談
や
つ
ど
い
「
か
た
ら
ん
ね
」
を
次
の
日

程
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
場
所
は
い
ず
れ
も

当
セ
ン
タ
ー
（
熊
本
市
東
区
月
出
3
丁
目

1-

1
2
0
）
で
す
。
予
約
お
よ
び
問
い
合

わ
せ
は
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す

【
個
別
相
談
】
※
予
約
制
で
す

毎
月
第
2
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

【
か
た
ら
ん
ね
】
※
予
約
不
要
で
す
。

奇
数
月
第
4
木
曜
日
　
午
後
２
時
～
４
時

当
日
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
（
３
８
６
）
１
１
６
６

自
死
遺
族
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

“
地
域
版
か
た
ら
ん
ね
”
を
開
催

し
ま
す
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宇土市復興チャリティー　第31回宇土市民夏祭り
宇土大太鼓フェスティバル

…………………………………………………………………………………
　宇土市に古くから伝わる雨乞い大太鼓が競演する「宇土大太鼓フェスティ
バル」を開催します。「熊本地震」からの復興を願い，伝統の大太鼓で元気
な宇土市を取り戻したいと思います。なお，今回は「宇土市復興チャリティー」
として，会場に募金箱を設置します。集まった募金は宇土市へ寄贈し，宇土
市復興の支援とします。皆さまのご協力をお願いします。

と　き　8 月 6 日（土）午後 4 時～ 9 時（予定）
ところ　宇土シティモール駐車場
スケジュール　保育園児，高校和太鼓部，地区保存会，太鼓集団「紬衣」，
　　　　　　　天響太鼓，大太鼓総打，餅投げ
その他・バザー等の出店もあります
　　　・恒例の市内パレードは行いません。
　　　・雨天の場合は中止します。

大太鼓フェスティバル実行委員会事務局　☎ (23)0156

夏休みの自然学習におすすめ！
雁回山の自然観察・トレッキングに参加しませんか
…………………………………………………………
　私たち，熊本県森林インストラクターは，県の森
林環境教育や森づくり活動の場で，森林・林業に関
する知識の普及啓発や森づくりに関する技術や技能
の実践指導を行っている森の案内人です。隔月ごと
に雁回山の自然観察とトレッキングガイドを行って
いますので，お気軽にご参加ください。

日時　8 月 21 日（日）
　　　午前 9 時 30 分～正午（9 時受付）
申し込み　不要です
集合場所　六殿宮 ( 熊本市南区富合町 ) 前駐車場
観察コース　雁回山山麓の遊歩道を歩きます
参加費　無料です

（一社）熊本県森林インストラクター協会事務局
☎ 090(2582)9648

夏休みの思い出にいかが？
おやこ食育教室　参加募集！

…………………………………………………………
　夏休みの思い出づくりに , 親子で楽しく料理をつく
り, 食育について学びませんか？

日　時　8 月 21 日（日）
　　　　午前 9 時 30 分～午後 1 時
ところ　保健センター
対　象　年長児～小学生とその保護者　先着 20 組
参加費　子ども 1 人 100 円 , 大人 1 人 200 円
持参品　エプロン , 三角巾 , お手拭きタオル
内　容　「食べ物を選ぶ力」「食べ物の味がわかる力」

をテーマに親子での調理実習と会食 , おは
なし等を行います。

申込み　8 月 17 日（水）までに電話で申込みください。
 （一社）宇土市食生活改善推進員協議会事務局

☎（22)2300（市保健センター内）

　広報うとの「市民のひろば」コーナーでは , 市民サークルなどの催
し案内や会員募集など , 市民の皆さまの活動を紹介しています。
原稿締切　掲載希望月の前月の 1 日　
　　　　　※ 1 日が休日の場合は前日

「市民のひろば」に掲載しませんか？ 申込方法　原稿（200 文字程度＋写真 1 枚）を作成のうえ , まちづくり
推進課（広報担当）まで申し込んでください。原稿は , デー
タでも受け付けます。

申込先　　まちづくり推進課　情報支援係　広報担当　　
☎（22）1111　 （22）0110　  machi03@city.uto.lg.jp
その他　原稿内容または , 紙面の都合で掲載を調整する場合があります。

食育グッズの
おみやげも
あるよ！

「市民のひろば」は , 市民や団体が投稿するコーナーです。
行政情報ではありません。ご不明な点などありましたら , 各問い合わせ先へお尋ねください。

市民のひろば
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7
月
1
日
、
午
後
2
時
、
第
31
回
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
選
手
の

発
表
記
者
会
見
が
行
わ
れ
、
笹
原
町
出
身

の
植
田
直
通
選
手
が
見
事
代
表
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
植
田
選
手
は
緑
川
小
、
住
吉
中
、
大
津

高
校
を
経
て
、
2
0
1
3
年
に
鹿
島
ア
ン

ト
ラ
ー
ズ
に
入
団
。
以
降
、
D
F
の
要
と

し
て
大
活
躍
し
て
い
ま
す
。
今
年
開
催
さ

れ
た
A
F
C

・

U

−

23
選
手
権
で
は
メ
ン

バ
ー
の
１
人
に
選
出
さ
れ
、
北
朝
鮮
戦
で
は

決
勝
弾
の
ゴ
ー
ル
を
決
め
る
な
ど
、
チ
ー
ム

の
優
勝
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
宇
土
市
出
身
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
と
し

　
6
月
19
日
、
侍
ジ
ャ
パ
ン
大
学
日
本
代

表
選
考
合
宿
で
、
第
40
回
日
米
大
学
野
球

選
手
権
大
会
に
出
場
す
る
代
表
メ
ン
バ
ー

24
選
手
が
発
表
さ
れ
、
馬
之
瀬
町
出
身
の

島
田
海
吏
（
か
い
り
）
選
手
が
見
事
代
表

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
島
田
選
手
は
宇
土
東
小
学
校
、
宇
土
鶴

城
中
学
校
を
経
て
、
高
校
時
代
は
九
州
学

院
の
一
員
と
し
て
１
年
秋
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー

と
な
り
、
2
0
1
2
年
春
に
甲
子
園
セ
ン

バ
ツ
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
つ
づ
く
上
武

大
学
で
は
、
2
年
の
春
（
2
0
1
5
）
か

ら
中
堅
手
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
な
り
、
全
日
本

大
学
野
球
選
手
権
大
会
に
は
2
、
3
年
の

侍
ジ
ャ
パ
ン
選
出
！

島
田
海
吏
選
手

て
は
、
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
の
野
球
に
出
場
し

た
木
村
重
太
郎
選
手
以
来
20
年
ぶ
り
の
快

挙
で
す
。
ぜ
ひ
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

春
選
手
権
、
2
年
秋
の
明
治
神
宮
大
会
に

出
場
し
、
い
ず
れ
も
4
強
入
り
。
1
番
打

者
を
任
さ
れ
た
3
年
の
春
（
2
0
1
6
）

に
は
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に
選
ば
れ
、
ま
た
、
打

率.

4
6
9
で
首
位
打
者
賞
、
出
塁
率

5.
8
1
で
最
高
出
塁
率
打
者
賞
の
2
つ

の
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。
島
田
選
手
は
、

俊
足
巧
打
の
外
野
手
で
、
50m
5
秒
8
、一

塁
到
達
タ
イ
ム
３.
９
秒
台
か
ら
4.

0
秒

台
の
俊
足
が
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
決
定
！

植
田
直
通
選
手　 8 月 5 日 VS ナイジェリア

　午前 10 時 キックオフ
　 8 月 8 日 VS コロンビア
　午前 10 時 キックオフ
　 8 月 11 日 VS スウェーデン
　午前 7 時 キックオフ
　※時間はすべて日本時間

リオデジャネイロ五輪
サッカー試合予定

日本サヨナラＶ２
　日米大学野球選手権は 17 日 , 静岡県草薙総合運
動場野球場で最終戦が行われ , 日本はタイブレー
クの延長十回 ,5-4 で米国にサヨナラ勝ちし , 通算
3 勝 2 敗で 2 大会連続 18 度目の優勝を決めた。
日本は 4-0 の 7 回救援の田村が満塁本塁打を浴び
て同点とされた。しかし十回は斎藤がピンチを切
り抜け , その裏 1 死満塁から島田（上武大）が決
勝の犠牲を放った。最終戦でも打力では見劣りし
た日本。それでも最終戦の一回に無安打で先制し
たように , そつのない攻めが光った。「チームの雰
囲気が最後の一打につながった」と勲章打の島田。
地道な戦いぶりで優勝にたどり着いた。（H28.7.18 
熊本日日新聞より）

イースターズ時代の島田選手
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　鹿児島県吹上浜公園相撲場で行われた相撲の団体決
勝で，5人中 3人（川上竜虎，川副圭太，津澤太一）
が鶴城中出身の選手である文徳高校が，4-1で中部農林
（沖縄）を破り，2年連続 11 度目の優勝を飾りました。
個人無差別級の決勝は，鶴城中出身者対決となり，川副
選手が寄り切りで，3連覇を狙った川上選手に勝って初優
勝しました。川副選手は，80キロ以上 100キロ未満級も
制覇。同100キロ以上級は川上選手が2連覇しました。

　宇土市出身の正代関（時津風部屋）の兄弟子である，
豊ノ島関が宇土市を激励のため訪問しました。23日，豊
ノ島関は，老人ホーム「芝光苑」と特別養護老人ホーム「照
古苑」を訪れ，入所者と会話や握手を交わしたあと，宇
土少年相撲クラブを訪問。まわし姿に着替え，相撲クラブ
の子どもたちと激励稽古を行いました。子どもたちは，豊
ノ島関と稽古ができるとわかり大喜び。豊ノ島関は，子ど
も約 30人を相手に，汗だくになりながら全力で1時間ほ
ど稽古をつけ，翌24日，激励のため市役所（市民体育館）
を訪れました。

平成11年以来の完全優勝！鶴城中出身大活躍！！

お年寄りと握手，子どもたちと稽古

7/3　全九州高校学校相撲競技大会

6/23-24　正代関の兄弟子「豊ノ島関」が訪問

左から川副圭太さん，川上竜虎さん，津澤太一さん

芝光苑で入所
者と笑顔でふれ
あう豊ノ島関

子ども達と笑顔で
稽古する豊ノ島関

　6月18日，19日に行われた第 12回熊本県小学生ハ
ンドボール選手権大会で，HC宇土が2年連続の優勝を
果たし，全国大会への出場権を獲得しました。メンバー
16人は，市役所を訪れ全国大会への出場を元松市長へ
報告。元松市長は「地震で大変な中皆さんの活躍は励
みになります。今持っている力を精一杯使い，堂 と々頑張っ
てください」と激励すると，キャプテンの杉原凜さんは「自
分と仲間を信じて全国大会でも優勝できるように頑張りま
す」と決意を語りました。

　5月28日，6月4日に行われた第 16回全日本中学生
男女ソフトボール大会（女子）熊本県予選会で，宇土鶴
城中学校が優勝を果たし，全国大会への出場権を獲得し
ました。メンバー25人は，市役所を訪れ，全国大会への
出場を市長へ報告。キャプテンの髙木奏海さんは「ずっ
と目標にしていた全国大会予選で優勝できて本当にうれし
いです。鶴城の名を全国に広められるように頑張ってきま
す。」と決意を語りました。市長は「熊本地震や大雨災
害があり，十分な練習ができず，全国で一番厳しい状況
の中頑張ってきたチームが鶴城だと思います。このハンデ
を乗り越えてきたことに誇りを持ち，鶴城中の記念碑に名
前が残せるよう，精一杯プレーしてきてください」と激励し
ました。第 16回全本中学生男女ソフトボール大会は，8
月12日（金）～14日（日）に大阪府（大阪市此花区
舞州運動広場）で行われます。

地震を乗り越え，目指すは全国制覇！

鶴城中の名を全国へ，目指すは優勝！

7/6　全国小学生ハンドボール大会出場報告

7/11 全日本中学生男女ソフトボール大会出場報告

HC宇土（ハンドボールクラブ宇土）のメンバー

鶴城中学校女子ソフトボール部のメンバー
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　市体育協会評議員会の席上，市教
育委員会ならびに市体育協会からス
ポーツ功労者表彰が贈られました。ス
ポーツ功労者は，市のスポーツ振興に
顕著な功績があり，引き続いて 10 年
以上スポーツ振興のため企画または指
導にあたり，なおかつ，50 歳以上の方
の中から選ばれます。受賞者は次のと
おり。（敬称略）
中山一市（市ミニバレーボール協会）
塚崎満澄（市バウンドテニス協会）
吉永榮治（市ソフトテニス協会）
伊藤義弘（市ソフトボール協会）
谷口桂子（市陸上競技協会）

　給食センターは，毎日，幼稚園・小
学校・中学校合わせて約 3,700 食の
給食を作っています。JA 熊本うきミニ
トマト専門部会には例年ミニトマトを寄
贈いただいていますが , 今年も，「子ど
もたちのため，新鮮なミニトマトを差し
上げます」という連絡をくださり, 地震
や大雨など災害の続く中，幾度と調整
をいただき献立実施日の前日に給食セ
ンターへ搬入。翌日，子どもたちは給
食で地産地消の産物をおいしくいただく
ことができました。

10年以上のスポーツ振興に感謝

今年もミニトマトいただきました

6/3　スポーツ功労者表彰

5/30　給食センターへ寄贈

受賞された皆さん（代理含む）

江副龍二会長（左）から給食センターへ

　福岡県篠栗町で行われた第 4 回九
州拳友空手道オープン選手権大会に，
拳和会宇土道場の皆さんが参加しまし
た。多くの選手が集まった中，日ごろ
の練習の成果を発揮し，次のとおり好
成績を残しました。（敬称略）
組手・幼児の部
　　　優勝　宮崎覇駕
組手・小学１年男子の部
　　　3 位　益田稔彬
組手・小学３年男子の部
　　　敢闘賞　岩本治輝

　一般社団法人日本善行会の春季・特
別善行受章の伝達式が市民会館で行わ
れました。受章者と受章内容は次のとお
り。（敬称略）
走潟小学校6年生（現中学1年生）
　校区内の一人暮らしのお年寄りに児童
が育てたもち米でついた餅を配布
中川清華（18歳）※写真左下
　赤い羽根募金活動，地域河川清掃，老
人ホームでの食事の介助とレクリェーショ
ン，幼児への英語の絵本の読み聞かせ
村上謙吾（90歳）※写真右下（右）
　登下校児童の交通安全指導
西坂早苗（91歳）※写真右下（左）
　登下校児童・生徒のあいさつと交通
安全指導，ラジオ体操の指導

　西部老人センターで，第 1 回とな
る“がんばろう！宇土”「七夕輪投げ大
会」が開催され約 30 人が参加されま
した。輪投げ大会は，地震や大雨な
どで被災された方を元気づけ，短冊に
書いた願いがかなうよう，天に向かって
輪投げをするという趣旨で，前田所長
が企画。短冊には，「毎日笑顔でみな
仲良く」「脳細胞を活発にしてください」

「人生苦もありゃ楽もある」など，さま
ざまな願いが書いてありました。74 年
間生きてきて初めて輪投げを経験した
という江口美代子さんは，「難しいけど，
元気が出ます」と笑顔で輪投げを楽し
んでいました。

　芦北町総合体育館で第 16 回全日
本少年少女空手道選手権熊本予選が
開催され，男子個人形で宇土修武館
の稲田應祐くん（網津小 1 年），稲田
凱心さん（網津小 5 年），女子個人形
で平岡くるみさん（網津小 6 年）が上
位入賞を果たし，県代表として，8 月 6
日，7日に東京武道館で開催される全
国大会への出場が決まりました。大会
に向け，應祐くんは，「1 回でも勝てる
ように頑張ります」。凱心くんは，「初
戦の相手は強豪ですが，絶対負けない
気持ちで挑みます」。平岡さんは，「過
去 5 年間の全国大会出場経験を活か
し 1 つ 1 つの試合を大事に戦いたい
です。」と語りました。

日ごろの練習の成果で好成績！受章者は小学生、高校生、大正生まれ！

願いよ輪投げとともに天までとどけ 熊本県代表として頑張ります！

6/19　九州拳友空手道オープン選手権7/17　日本善行会受章伝達式

7/5　七夕輪投げ大会開催 5/29　全日本少年少女空手道選手権予選

前列左から益田くん,宮崎くん,岩本くん

輪投げを楽しむ参加者の皆さん 前列左から平岡さん,凱心くん,應祐くん
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今
回
の
熊
本
地
震
で
宇
土
市
で
は
、
4

月
14
日
に
震
度
5
強
、
同
16
日
に
震
度
6

強
の
激
し
い
揺
れ
を
観
測
し
、
甚
大
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
過
去
の
歴
史
を

遡
っ
て
も
、
宇
土
で
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
地

震
が
起
き
た
例
は
な
く
、
ま
さ
に
未
曾
有

の
地
震
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
従
来
、
熊

本
県
は
地
震
が
少
な
い
地
域
だ
と
言
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
歴
史
を
紐
解
い

て
み
る
と
、
熊
本
県
で
も
過
去
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
地
震
が
た
び
た
び
発

生
し
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
平
成
12
年

（
2
0
0
0
）
6
月
に
宇

土
市
や
富
合
町
を
中
心

に
震
度
5
弱
の
地
震
が

発
生
し
、
民
家
の
窓
ガ

ラ
ス
が
割
れ
る
な
ど
の

被
害
が
出
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
宇
土
や
熊
本

県
内
で
起
き
た
過
去
の

地
震
に
つ
い
て
見
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
別
表
に
、
過
去
熊
本

で
起
き
た
主
な
地
震
を

ま
と
め
て
い
ま
す
。
史

料
で
確
認
で
き
る
最
古

の
地
震
は
、
天
平
16

年
（
7
4
4
）
5
月
に

起
き
た
地
震
（
推
定
Ｍ

7
）
で
、
八
代
・
天
草
・

芦
北
で
被
害
が
出
て
い

ま
す
。
宇
土
で
の
被
害

状
況
は
不
明
で
す
が
、

大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
表

温
故
知
新
～
う
と
学
だ
よ
り
～

宇
土
に
お
け
る
過
去
の
地
震

第24回

に
挙
げ
た
地
震
は
、
江
戸
時
代
以
降
の
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
江
戸
時
代
以
前

に
も
熊
本
で
は
た
び
た
び
地
震
が
起
き
て

い
ま
す
。
表
で
は
省
略
し
ま
し
た
が
、
戦

国
時
代
に
人
吉
の
相
良
氏
が
八
代
地
方
に

勢
力
を
伸
ば
し
た
時
の
記
録
「
八
代
日
記
」

に
は
、
83
年
間
で
22
回
、
八
代
を
中
心
に

大
小
の
地
震
が
起
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
単
純
計
算
で
4
年
に
1
回
、
日

記
に
書
き
留
め
る
ほ
ど
の
強
い
地
震
が
起

き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
次
に
江
戸
時
代
の
地
震
を
見
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
ま
ず
、
江
戸
時
代
の
初
め
、
元

和
5
年
（
1
6
1
9
）
に
起
き
た
八
代
大

地
震
（
推
定
Ｍ
6
～
6.2
）
で
す
。
震
源
地

は
八
代
付
近
と
推
定
さ
れ
、
こ
の
地
震
で

小
西
行
長
が
八
代
に
築
い
た
麦
島
城
が
倒

壊
し
、
周
囲
の
城
下
町
も
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
、
多
く
の
死
傷
者
が
出
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
6
年
後
に
は
、
熊
本

地
方
で
熊
本
大
地
震
（
推
定
Ｍ
5
～
6
）
が

起
こ
り
、
死
者
50
余
人
、
熊
本
城
の
石
垣
が

崩
れ
る
な
ど
大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

　
一
方
、
宇
土
の
地
震
に
関
し
て
言
え
ば
、

宇
土
で
大
地
震
が
発
生
し
、
大
き
な
被
害

が
出
た
と
い
う
記
録
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
宇
土
で

地
震
が
起
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
記
録
に
残
す
ほ
ど
の
被
害
が
幸
い

に
も
な
か
っ
た
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い

で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
熊
本
市
で
20
人
が

亡
く
な
っ
た
1
2
7
年
前
の
明
治
22
年

（
1
8
8
9
）
の
熊
本
地
震
（
推
定
Ｍ
6.3
）

の
際
は
、
震
源
が
宇
土
に
近
い
金
峰
山
南

東
麓
付
近
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宇

土
で
の
被
害
は「
倒
家
一
戸
」の
み
で
し
た
。

当
時
、
三
角
町
に
あ
っ
た
宇
土
郡
警
察
署

は
、「
地
震
発
生
か
ら
1
時
間
以
上
も
断
続

的
に
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
が
、
宇
土
管
内
は

異
常
な
し
」
と
県
警
部
長
に
報
告
し
て
い

ま
す
。
九
州
日
日
新
聞
も
同
様
に
「
今
回

の
震
災
は
宇
土
郡
宇
土
町
辺
は
格
別
の
事

な
し
」と
伝
え
て
い
ま
す
。地
震
直
後
か
ら
、

被
害
が
な
か
っ
た
宇
土
に
は
熊
本
方
面
か

ら
の
避
難
者
が
押
し
寄
せ
、
宇
土
の
町
中

は
大
い
に
賑
わ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
宇
土
で
は
、
こ
れ
ま
で
地

震
に
よ
る
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は

な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
宇
土
付
近
に
は

布
田
川
断
層
帯
、
南
に
は
日
奈
久
断
層
帯

が
あ
り
、
将
来
的
に
再
び
大
地
震
が
起
こ

ら
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
熊
本

地
震
は
、
宇
土
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
初
め
て
の
地
震
で
あ
り
、
し
か
も

被
害
状
況
が
初
め
て
克
明
に
記
録
さ
れ
た

歴
史
的
な
地
震
災
害
だ
と
言
え
ま
す
。
こ

う
し
た
体
験
や
記
憶
、
様
々
な
形
で
記
録

化
さ
れ
た
地
震
の
有
様
を
次
代
に
確
実
に

伝
え
て
い
く
こ
と
で
、
将
来
の
地
震
被
害

が
少
し
で
も
軽
減
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

｢

う
と
学
資
料
室｣

利
用
相
談

宇
土
の
歴
史
に
関
す
る
資
料
が
満
載

で
す
。
毎
月
第
2
、第
4
火
曜
日
（
祝

日
の
場
合
は
休
室
）
は
、
宇
土
歴
史

懇
話
会
長
の
辻
誠
也
さ
ん
が
郷
土
史

や
古
文
書
に
関
す
る
質
問
に
対
応
し

ま
す
。

相
談
時
間
　
午
後
1
時
か
ら

場
　
　
所
　
文
化
課
内

倒壊した墓石（熊本市坪井の見性寺）

熊本城内の地割

倒壊した家屋（熊本市高橋町）

船で生活する避難者（熊本市高橋町）

明治22年（1889）熊本地震の被害写真（写真提供：国立科学博物館）
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文化課　文化係　☎ ︎（23）0156

西 暦 和 暦 地 震 の 概 要 出 典

744 天平 16 5 月，雷雨と大地震。八代・天草・葦北三郡の官舎，田 290 余町，民家 470 余区が水没。
溺死 1520 余人。山崩れ 280 余ヶ所，圧死 40 余人。　※推定 M7（推進本部 HP） 『続日本紀』

869 貞観 11 7 月，肥後国「地震風水」により被害。
「肥後国に地震風水の有て，舍宅悉く仆顛り，人民多流亡たり」 『三代実録』

1619 元和 5 3 月 17 日，八代大地震，麦島城倒壊。　※推定Ｍ 6.0 〜 6.2（推進本部 HP） 『熊本藩年表稿』

1625 寛永 2 6 月 17 日，熊本大地震。熊本城天守付近の石壁・石垣・城内屋敷が被災し，煙硝蔵が爆発。
死者 50 余名。　※推定Ｍ 5.0 〜 6.0（推進本部 HP） 『熊本藩年表稿』

1661 寛文元 7 月 10 日，肥後大地震。翌日まで中小地震 3 回。 『熊本藩年表稿』
1662 寛文 2 9 月 19 日，夜大地震。 『熊本藩年表稿』
1665 寛文 5 4 月 10 日，肥後大地震。 『熊本藩年表稿』
1695 元禄 8 4 月，大地震。 『熊本藩年表稿』
1705 宝永 2 閏 4 月 2 日，肥後地震。丑刻より卯刻（2 時〜 6 時）まで地震。 『熊本藩年表稿』
1706 宝永 3 4 月，肥後大地震。大地破れ家屋の倒壊，圧死者多数。 『熊本藩年表稿』

1707 宝永 4 10 月 4 日，宝永大地震。　※推定Ｍ 8.6（推進本部 HP）
肥後でも被害多く，人吉城や八代城が破損。熊本の推定震度 5 〜 6。 『熊本県災異誌』

1723 享保 8 11 月 22 日，肥後大地震。朝 3 回，夜 3 回揺れる。
死者 2 人，負傷者 25 人，家屋倒壊 980 棟。　※推定Ｍ 6.5（推進本部 HP） 『熊本県災異誌』

1725 享保 10 9 月 25 日，天草地方大地震。26 日・27 日・28 日と余震あり。 『熊本県災異誌』

1769 明和 6
6 月 11 日，肥後川尻大地震。
7 月 28 日未刻（14 時），豊後・日向沖大地震。 　※推定Ｍ 7.8（推進本部 HP）
熊本でも死者 1 人，家屋倒壊 115 棟。

『熊本県災異誌』

1777 安永 6 1 月 8 日夜四ツ時（22 時），肥後大地震。一夜に 7 度，翌日も度々揺れる。 『熊本県災異誌』
1778 安永 7 2 月 5 日，熊本・川尻で大地震 3 回。 『熊本県災異誌』
1779 安永 8 9 月 29 日，桜島大噴火。肥後地方でも地震頻発。 『熊本県災異誌』
1789 寛政元 10 月 8 日，熊本大地震。この日までに 7 日間昼夜数度揺れる。 『熊本県災異誌』

1792 寛政 4 3 月 1 日，熊本地方大地震。13 回強震。これより連日地震やまず。
4 月 1 日，雲仙岳大爆発。津波により玉名・飽田・宇土郡で死者 5,000 人超。

『熊本県災異誌』
『新宇土市史』

1828 文政 11 4 月 13 日，八代地方地震 5 回。夜四ツ時（22 時）頃大地震。 『熊本藩年表稿』
1841 天保 12 6 月 15 日昼夜，3・4 度地震。八代・葦北地方面強し。21 日にも強震。 『熊本県災異誌』
1848 弘化 4 1 月 25 日，熊本地震。熊本城で石垣損壊，座敷の壁が落ちるなどの被害。 災害履歴ＤＢ

1854 安政元 11 月 5 日，安政南海地震。　※推定Ｍ 8.4（推進本部 HP）
肥後でも被害甚大。死者 6 人，家屋全壊 907 棟。余震数日に及ぶ。熊本の推定震度 5。 『熊本県災異誌』

1855 安政 2 11 月 5 日，大地震。 『熊本県災異誌』
1857 安政 4 12 月 20 日，数十年稀な地震続く。熊本城の石垣や蔵が破損。 『熊本県災異誌』
1866 慶応 2 3 月 30 日夜五ツ時（20 時），熊本大地震。 『熊本県災異誌』
1874 明治 6 7 月 28 日，人吉大地震。 『熊本県災異誌』

1889 明治 22
7 月 28 日，熊本大地震。　※推定Ｍ 6.3（推進本部 HP）
死者 20 人，負傷者 54 人，全壊家屋 239 戸，半壊 236 戸，熊本城内で石垣が崩れ，
熊本県下飽田郡内（現熊本市西区等）で地割れ 600 箇所，田んぼに凹凸。年末まで余震 566 回。

『熊本県災異誌』

1894 明治 27 8 月 8 日，阿蘇山西麓で大地震。　※推定Ｍ 6.3 〜 6.8（推進本部 HP）
阿蘇郡内にて家屋土蔵破損 22 件，山崩れ 18 件，石垣崩壊など被害。11 月 30 日に余震。 災害履歴ＤＢ

1895 明治 28 8 月 27 日，阿蘇山西麓で大地震。　※推定Ｍ 6.3 〜 6.8（推進本部 HP）
阿蘇郡内にて土蔵破損 400 件，堤防亀裂 8 件，石垣倒壊 22 件など被害。10 月 4 日に余震。 災害履歴ＤＢ

1898 明治 31 12 月 4 日，熊本県東部で大地震。　※推定Ｍ 6.7（推進本部 HP） 災害履歴ＤＢ
1907 明治 40 3 月 10 日，熊本付近で地震。推定Ｍ 5.4。煉瓦煙突倒壊などの被害。 災害履歴ＤＢ
1911 明治 44 8 月 22 日，熊本県北東部で地震。推定Ｍ 5.7。長陽村で山崩れ，石垣崩壊など。 災害履歴ＤＢ
1916 大正 5 12 月 29 日，熊本県南部で大地震。推定Ｍ 6.1。水俣・佐敷で石垣崩壊，田畑亀裂などの被害。 災害履歴ＤＢ
1931 昭和 6 12 月 21 日〜 26 日，八代海地震。推定Ｍ 5.5 〜 5.9。八代海沿岸や天草で被害。 災害履歴ＤＢ

1933 昭和 8 2 月 8 日，阿蘇で震度 5。3 月 25 日，大津で震度 4。4 月 8 日，御船で震度 4。4 月 13 日，阿蘇で震度 4。
5 月 5 日，阿蘇で震度 4。8 月 16 日，御船で震度 5。11 月 10 日，御船で震度 4。11 月 20 日，大津で震度 5。 災害履歴ＤＢ

1934 昭和 9 1 月 23 日，阿蘇で地震。　1 月 30 日，阿蘇で地震。 災害履歴ＤＢ
1937 昭和 12 1 月 27 日・28 日，熊本中部で地震。震源は瀬田・大津。推定Ｍ 5.1。 災害履歴ＤＢ
1941 昭和 16 11 月 19 日，日向灘地震。推定Ｍ 7.2。人吉地方で死者 2 名，負傷者 7 名，家屋全壊 19 戸の被害。 災害履歴ＤＢ
1946 昭和 21 12 月 21 日，南海地震。推定Ｍ 8.0。熊本県で家屋全壊 6 〜 13 戸，死者 2 名。熊本で震度 4。 災害履歴ＤＢ
1966 昭和 41 11 月 12 日，有明海地震。Ｍ 5.5。瓦落下や壁崩落などの軽被害。 災害履歴ＤＢ
2000 平成 12 6 月 8 日，宇土市・富合町を中心に震度 5 弱の地震。民家の窓ガラスが割れるなどの被害。 『新宇土市史』

2016 平成 28 4 月 14 日，熊本大地震発生。益城町で震度 7。Ｍ 6.5。宇土は震度 5 強。
4 月 16 日，益城町・西原村で震度 7。Ｍ 7.3。宇土は震度 6 強。

気象庁ＨＰ
気象庁ＨＰ

　【参考資料】
　　『熊本県災異誌』（熊本観候所，1952 年），『熊本藩年表稿』（熊本藩政史研究会，1974 年）
　　『熊本昭和史年表』（熊本日日新聞社編集局，1976 年）
　【参考ﾎーﾑページ・データベース】
　　政府地震調査研究推進本部　　http://www.jishin.go.jp/
　　九州災害履歴情報データベース　　http://saigairireki.qscpua2.com/
　　気象庁　　http://www.jma.go.jp/jma/
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年
に
１
度
は
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
し

て
保
健
セ
ン
タ
ー
で
複
合
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
未
受
診
の
方
で
も
追
加
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。
市
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

健
診
日
程

8
月
25　
日（
木
）、26
日（
金
）、27
日（
土
）、　
　

　
　
28
日（
日
）、
29
日
（
月
）

9
月
10
日（
土
）、11
日（
日
）、13
日（
火
）、

　
　
14
日（
水
）

※
お
申
し
込
み
の
方
で
日
時
の
変
更
を
希

望
さ
れ
る
方
は
，
次
の
予
約
変
更
窓
口

へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

予
約
変
更
窓
口

　（
健
診
委
託
先
：
J
A
厚
生
連
）

　
☎
0
9
6（
3
2
8
）1
2
6
0

　
日
程
は
カ
レ
ン
ダ
ー
（
P2
～
P3
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
1
歳
6
ヵ
月
児
健
診
・
3

歳
児
健
診
・
幼
児
歯
科
教
室
・
2
歳
児
歯

科
健
診
の
対
象
者
に
は
通
知
を
送
付
し
ま

す
。
転
入
等
で
通
知
が
お
手
元
に
届
か
な

い
場
合
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
妊
娠
が
わ
か
っ
た
ら
、
母
子
手
帳
の
交

付
を
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者
　
市
に
住
民
票
が
あ
る
妊
婦

交
付
日
　
毎
週
火
曜
日

交
付
時
間
　
午
前
10
時
～
11
時

　（
受
付
は
10
時
～
10
時
15
分
）

内
容
　
母
子
手
帳
及
び
妊
婦
健
診
受
診
票

の
交
付
、
妊
娠
中
の
生
活
に
つ
い
て
保

健
師
・
管
理
栄
養
士
か
ら
の
説
明

持
参
す
る
も
の

①
妊
娠
届
出
書
（
お
持
ち
で
な
い
場
合
は

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

②
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
、
通
知
カ
ー

ド
お
よ
び
次
の
う
ち
い
ず
れ
か

 

・
運
転
免
許
証
な
ど
顔
写
真
の
あ
る
公
的

な
証
明
書
1
点
。

 

・
健
康
保
険
証
な
ど
顔
写
真
の
な
い
公
共

的
な
証
明
書
2
点

※
事
前
に
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
週
金
曜
日
に

健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
に
か

か
わ
ら
ず
、ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

・
受
付
時
間
：
午
前
9
時
～
11
時

 

・
内
容
：
身
体
測
定
・
体
脂
肪
測
定
・
食

事
相
談
　
な
ど

＊
事
前
に
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

保健センターだより

❶ 

温
度
に
気
を
く
ば
ろ
う
　

　
今
い
る
と
こ
ろ
の
温
度
、
こ
れ
か
ら
行

く
と
こ
ろ
の
温
度
を
、
温
度
計
や
天
気

予
報
で
知
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
天
気
や
気
温
を
知
る
」「
日
影
を
選
ん

で
歩
く
」「
日
差
し
を
遮
り
，風
は
通
す
」

「
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
上
手
に
使
う
」

「
涼
し
い
素
材
の
服
を
着
る
」「
日
影
や

帽
子
を
活
用
」「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」「
打
ち

水
を
す
る
」

❷ 

飲
み
物
を
持
ち
歩
こ
う

　
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
水
分
補
給
が
で

き
る
よ
う
に
、
飲
み
物
を
持
ち
歩
き
ま

し
ょ
う
。
た
く
さ
ん
汗
を
か
い
た
ら
塩

分
も
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

　「
こ
ま
め
な
水
分
補
給
」「
の
ど
が
渇
く

前
に
飲
む
」「
塩
分
も
一
緒
に
補
給
」

～
５
つ
の
声
か
け
を
実
践
し
て
，

　夏
を
涼
し
く
乗
り
切
ろ
う
！
～

❸ 

休
息
を
と
ろ
う
　

寝
苦
し
い
夜
は
、
空
気
の
通
り
を
よ
く

し
た
り
、
通
気
性
の
良
い
寝
具
を
使
う

な
ど
し
て
、
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
工
夫
を

し
ま
し
ょ
う
。

「
涼
し
い
場
所
で
休
息
」「
自
分
の
体
調

を
知
ろ
う
」「
軽
く
汗
を
か
く
習
慣
づ
く

り
」「
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
環
境
づ
く
り
」

❹ 

栄
養
を
と
ろ
う

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
、
朝
ご
は

ん
を
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
も
大
切
で

す
。

　「
朝
食
を
抜
か
な
い
」「
夏
バ
テ
を
甘
く

見
な
い
」「
夏
風
邪
・
二
日
酔
い
の
時

も
注
意
」

❺ 

声
を
か
け
合
お
う

家
族
や
ご
近
所
同
士
で
、「
水
分
と
っ

て
る
？
」、「
少
し
休
ん
だ
ほ
う
が
良
い

よ
」
な
ど
、声
を
か
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

　　「
家
庭
内
で
の
気
づ
か
い
」「
ご
近
所
で

の
気
づ
か
い
」「
職
場
で
の
気
づ
か
い
」

「
運
動
時
で
の
気
づ
か
い
」「
季
節
の
あ

い
さ
つ
で
の
気
づ
か
い
」

熱
中
症
予
防

複
合
健
診
を

　
　
実
施
し
て
い
ま
す

乳
幼
児
健
診
・
教
室

母
子
手
帳
交
付

☎（22）2300

健
康
相
談
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妊
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、
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交
付
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週
火
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交
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受
付
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持
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娠
届
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ち
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は
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健
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タ
ー
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絡
く
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さ
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②
個
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番
号
カ
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ド
ま
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通
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カ
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ド
お
よ
び
次
の
う
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ず
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か
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運
転
免
許
証
な
ど
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写
真
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る
公
的

な
証
明
書
1
点
。

 

・
健
康
保
険
証
な
ど
顔
写
真
の
な
い
公
共

的
な
証
明
書
2
点

※
事
前
に
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
週
金
曜
日
に

健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
に
か

か
わ
ら
ず
、ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

・
受
付
時
間
：
午
前
9
時
～
11
時

 

・
内
容
：
身
体
測
定
・
体
脂
肪
測
定
・
食

事
相
談
　
な
ど

＊
事
前
に
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　
平
成
17
年
か
ら
の
接
種
勧
奨
差
し
控
え

で
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
が
接
種
で
き
て
い

な
い
方
は
、一
定
の
年
齢
に
達
す
る
ま
で
、

未
接
種
分
を
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

特
例
対
象
年
齢

①
平
成
8
年
4
月
2
日
～
平
成
19
年
4
月

1
日
生
ま
れ
で
20
歳
未
満
の
方

②
平
成
19
年
4
月
2
日
～
平
成
21
年
10
月

1
日
生
ま
れ
の
方

※
①
と
②
の
方
は
受
け
方
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
新
た
に
予

診
票
（
特
例
対
象
者
用
）
を
発
行
し
ま
す

の
で
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
の
上
、
保

健
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
大
き
な
災
害
の
後
は
、
体
や
心
の
不
調

が
現
れ
や
す
く
、
特
に
お
子
さ
ん
の
場
合

は
、
心
の
不
安
が
行
動
と
な
っ
て
現
れ
、

甘
え
が
強
く
な
っ
た
り
、
落
ち
着
か
な

か
っ
た
り
、食
欲
が
な
く
な
る
な
ど
，様
々

で
す
。
こ
れ
ら
は
「
正
常
な
反
応
」
で
す

の
で
、
ま
ず
は
お
子
さ
ん
の
話
を
よ
く
聞

く
よ
う
に
し
た
り
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
増

や
す
よ
う
に
し
た
り
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
で
も
長
引
い
た
り
、心
配
な
場
合
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

特
例
対
象
年
齢
の
方
　
日
本
脳
炎
の

予
防
接
種
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

ご
家
族
の
方
へ

保健センターだより ☎（22）2300

１　H8.4.2～H19.4.1生まれの方

これまでに日本脳炎ワクチンを接種した回数

０回 １回 ２回 ３回

１回目（第1期初回1回目）

２回目（第1期初回2回目）

３回目（第１期初回追加）

４回目（第２期） ★９歳から２０歳になる前日まで

４回

接種は完了し
ています。

6日以上あける
（標準的には6～28日の間隔）

6日以上あける
（標準的にはおおむね5年の間隔）

6日以上

あける
6 カ月以上あける
※H23.5.19までに1
回目を受けている
場合は6日以上開け

て接種できる。

6日以上あける
（標準的にはおお
むね5年の間隔）

6カ月以上あける
（標準的にはおおむね1年の間隔）

　日本脳炎予防接種の受け方について

２　H19.4.2～H21.10.1生まれの方

これまでに日本脳炎ワクチンを接種した回数

０回 １回 ２回 ３回

１回目（第1期初回1回目）

２回目（第1期初回2回目）

３回目（第１期初回追加）

４回目（第２期） ★９歳から１３歳になる前日まで（標準的には９～１０歳の間）

４回

接種は完了し
ています。

6日以上あける
（標準的には6～28日の間隔）

6日以上あける

6日以上

あける
6カ月以上あ

ける
※H22.3.31まで
に1回目を受け
ている場合は6
日以上開けて
接種できる。

6日以上

あける

第1期（１～３回目）を７歳６

カ月までに完了できない場

合，特例として９歳～１３歳
になる前日まで1期の不

足分を接種できます。
※７歳６カ月～９歳になる前
日までは定期接種として行
えません。

6カ月以上あける
（標準的にはおおむね1年の間隔）
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知っておきたい国民年金

　まとめて前払いすると，割引きが適用さ
れるのでおトクです。 

〔国民年金前納割引制度〕

・口座振替…6カ月分前納で1,110円お得
　納付する月

上期（4 月～ 9 月分）：原則 4 月
下期（10 月～ 3 月分）：原則 10 月

・現金払い…6カ月分前納で790円お得
　納付する月

上期（4 月～ 9 月分）：原則 4 月
下期（10 月～ 3 月分）：原則 10 月

（日本年金機構から送付された納付書でお支払いくださ
い。）

・口座振替…早割（納期限よりも1カ月早く口座振替）　

　…月々 50円（年額600円）お得
※　口座振替による 2 年分前納（15,690 円お得），1

年分前納（4,090 円お得）もあります。ただし，2
月末までに申し込みが必要です。

※　現金払いによる 1 年分前納で年額 3,460 円お得（納
付する月：原則 4 月）

　年金事務所 年金相談

　熊本東年金事務所による出張相談を行って
います。
期日　8 月 4 日（木）, 8 月 18 日（木）
　　　9 月 1 日（木）
時間　午前 10 時～午後 3 時
場所　保健センター 2 階看護教室
申込先　熊本東年金事務所
　　　　お客様相談室
☎ 096（367）2503
※年金相談は予約制です

国民年金保険料の納付方法

口座振替（一番おトクな納付方法）

　口座振替で納めると手間がかからず，納め忘れ
を防ぐこともできます。
　口座振替の手続きは，市保険課または年金事務
所で受け付けます。

クレジットカード納付（継続納付）

　クレジットカードにより定期的に納付する方法
です。
　申込み手続きは，市保険課または年金事務所で
受け付けます。
　詳しくは，年金事務所へお問い合わせください。

金融機関・ゆうちょ銀行・コンビニの窓口での納付

　日本年金機構から送付された納付書を使って，
金融機関窓口などで納めていただく方法です。
　お手元に納付書がないときは，年金事務所へ連
絡してください。

保険課　国保年金係
　☎ （22）1111（内線 424）

お得な情報①

お得な情報②

　月々の国民年金保険料に，400 円を加えて納
めることにより，将来の年金額を多く受け取る
制度があります（付加保険料の納付）。

保険料は忘れずに納めましょう！

国民年金保険料は，20 歳から 60 歳になるまでの
40 年間納めます。

平成28年 4月分～平成29年 3月分の国民年金保険料は，

月額16,260円です。
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図書館だより
●開館時間　　午前9時30分～午後5時
　　　　　　　午前9時30分～午後6時（夏休み期間中、平日のみ）
●休館日　　　毎週木曜日,祝日,年末年始
●問い合わせ　宇土市立図書館☎（22）4512

８月のおすすめ図書

幼児向け 小学生向け

中高生向け 一般向け 一般向け

カエルのおんがくたい あの花火は消えない

18歳選挙権ガイドブック 平成28年熊本地震 遊園地に行こう！

PICKUP01 PICKUP02

PICKUP03 PICKUP04 PICKUP05

刀根　里衣絵　絵・文
出版社：小学館

森島　いずみ　著／丹地　陽子　絵
出版社：偕成社

川上　和久　著
出版社：講談社

熊本日日新聞社　編 真保　裕一　著
出版社：講談社

雨ばかりで , 暗ーくどんよりした毎日を ,
元気にしようと , カエルが , 音楽隊を組む
ことを提案 !「ケロ ! ケロ ! クワッ ! クワッ !
おんがくたいのけっせいだ !」先ずは , 小
池で演奏です。「プープーピーピー　ポロ
ポロシャン　み～んな　げんきにな～れ !」
カエルたちの演奏は , それはそれは , 楽し
い音の連続です。リズミカルな , 言葉の音
楽は , 読み聞かせに最適。うたいながら読
めば , それだけで楽しくなります。

母親の長期入院のため , 小学 5 年生の原口
透子は , 若狭湾の小さな町で日用品店を営
んでいる祖父母と暮らすことになった。そ
このはなれに「ぱんちゃん」とよばれる自
閉症の青年が引っ越してくる。彼は絵が得
意で , なぜか海の近くの坂道ばかりを描い
ている。そんなぱんちゃんに興味をいだき
はじめる透子。彼女も現実世界に自分の身
の置き場をさがしていた。

「18 歳選挙権」で政治が変わる！　
テレビでおなじみ , ベテラン教授の政治学講
義を１冊に。写真と図表をふんだんに使い
ながら , 民主主義の歴史をひもとき ,18 歳
選挙権の本質をわかりやすく解説します。

４月 14 日と 16 日に発生した震度７の大地
震は益城町や南阿蘇村 , 西原村 , 熊本市など
を中心に県内各地に未曾有の被害をもたらし
た。 本写真集は前震 , 本震による被害の状況
を中心に全国からの支援や復旧 , 避難所の様
子などのほか , 号外紙面や２週間のドキュメ
ント , 小山薫堂氏の寄稿文なども収録。後世
に残す永久保存版。

明日も仕事に行くための , 勇気と熱狂ここに
あります！奇跡の復活をとげた遊園地ファン
タシア・パーク夢を抱けない僕たちの前に ,
魔女が現れた…。読めば元気が出てくる痛快
お仕事ミステリー

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
図
書
館
は
、
1
階
部
分
（
児
童
図
書
室
・

ロ
ビ
ー
・
郷
土
資
料
室
）
の
み
開
館
し
て
い

ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、
児
童
書
・
一
般

書
の
新
刊
・
雑
誌
の
貸
出
、
新
聞
・
雑
誌
（
最

新
号
）
の
館
内
閲
覧
利
用
の
み
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
閲
覧
の
際
は
、
余
震
が
続
く
恐
れ
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
短
時
間
で
の
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。
今
後
も
施
設
の
点
検
・
補
修
等

を
行
い
、
準
備
が
整
い
次
第
、
サ
ー
ビ
ス
を

拡
充
し
て
い
く
予
定
で
す
。

童
話
発
表
大
会
を
見
学
し
ま
せ
ん
か
？

　
子
ど
も
た
ち
に
、
お
は
な
し
を
発
表
す
る

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
読
書
意
欲
や
読

書
力
の
向
上
と
、
豊
か
な
心
の
育
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
「
第
48
回
童
話
発
表
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
発
表
者
は
、
市
内
各
小

学
校
代
表
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。

■
第
48
回
童
話
発
表
大
会

日
時
　
8
月
25
日
（
木
）

　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時
　

場
所
　
市
民
体
育
館
　
研
修
棟
2
階
会
議
室

■
第
21
回
宇
城
地
区
童
話
発
表
大
会

日
時
　
9
月
11
日
（
日
）　

　
　
　
午
後
1
時
～
4
時
30
分

場
所
　
市
民
体
育
館
　
研
修
棟
２
階
会
議
室

ど
ち
ら
の
会
場
も
見
学
で
き
ま
す
。
是
非
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。
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市
社
協
に
次
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
、
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に

故
人
の
御
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。（
敬
省
略
）

香
典
返
し

香
典
返
し

　表
紙
の
写
真
は
、
轟
水

源
の
写
真
で
す
。
轟
水
源

は
熊
本
地
震
直
後
、
水
道

管
が
損
傷
し
、
各
世
帯
に

水
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
住
民
の

方
々
の
尽
力
に
よ
り
、
い

ち
早
く
復
旧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　7
月
20
日
に
行
わ
れ
た

水
神
祭
は
水
源
を
生
活
用

水
に
し
て
い
る
住
民
で
つ

く
る
轟
泉
組
合
が
水
の
恵

み
へ
の
感
謝
を
込
め
て
毎

　
幸
せ
と
は
、
家
族
や
友
人
が
い
て
、

空
気
や
水
が
あ
っ
て
、
地
球
と
い
う

星
が
差
し
出
し
て
く
れ
る
も
の
に
支

え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
こ
と
、
と
も

い
え
ま
す
。
幸
せ
に
な
る
の
に
必
要

な
の
は
、
当
た
り
前
の
生
活
の
中
で

す
で
に
あ
る
幸
せ
に
気
づ
き
、
感
謝

幸
せ
と
は
手
に
入
れ
る

も
の
で
は
な
く
、

す
で
に
こ
う
し
て

生
き
て
い
る
こ
と
か
も
。

小学生（高学年）～
中学生編

家
庭
教
育

シ
リ
ー
ズ
80

▽
長
浜
町
　
　
田
中
　
聖
司
　
亡
　
母
　
ヨ
シ
エ（
九
一
）

▽
岩
古
曽
町
　
内
藤
　
英
樹
　
亡
叔
母
　
林
田
相
子
（
八
七
）

▽
戸
口
町
　
　
曽
方
　
正
博
　
亡
　
母
　
江
口
ミ
ド
リ（
八
三
）

▽
長
浜
町
　
　
田
中
フ
ミ
エ
　
亡
　
夫
　
和
豊
（
九
一
）

▽
長
浜
町
　
　
園
田
ハ
ル
エ
　
亡
　
夫
　
義
雄
（
八
三
）

▽
城
之
浦
町
　
川
島
　
雄
二
　
亡
義
父
　
田
中
唯
雄
（
九
○
）

▽
神
合
町
　
　
米
原
三
紀
子
　
亡
　
母
　
久
美
子（
八
四
）

▽
笹
原
町
　
　
中
島
　
　
等
　
亡
　
妻
　
ハ
ナ
エ（
八
四
）

▽
栄
町
　
　
　
髙
木
　
　
泰
　
亡
　
妻
　
美
代
子（
八
一
）

▽
入
地
町
　
　
黒
川
さ
か
え
　
亡
　
母
　
池
田
和
子（
八
七
）

▽
本
町
一
丁
目
　
堀
内
　
博
之
　
亡
　
母
　
三
千
子（
八
五
）

▽
住
吉
町
　
　
芥
川
　
　
明
　
亡
　
母
　
カ
ズ
子（
七
八
）

▽
住
吉
町
　
　
草
津
チ
ヨ
子
　
亡
次
女
　
信
子
（
五
三
）

▽
松
原
町
　
　
宮
原
　
大
輔
　
亡
　
父
　
一
吉
（
八
一
）

　
社
協
へ
の
ご
寄
付
は
、
確
定
申
告
等
に
よ
っ
て
、

所
得
税
法(

第
78
条)
及
び
地
方
税
法(

第
37
条)

の

「
寄
付
金
控
除
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
※
6

月
25
日
受
付
分
ま
で
を
掲
載
）

（H28.1.1～ 6.30）
発生件数　46 件（−9 件）
死者数　　　0人（−1 人）
負傷者数　 61 人（−24 人） 

（　）は前年比
反射材　みんなに見えてる　その命

（H28.1.1 ～ 6.30）
認知総数　　　  　 38 件
強制わいせつ　　 　　  0 件
空き巣　　　　　 　　  6 件
自動車盗　　　　 　　  0 件
オートバイ盗　　 　　  4 件
自転車盗　　　　 　　  8 件
車上ねらい　　　 　　  8 件
万引き　　　　　  　  12 件

（H28.1.1 ～ 6.30）
発生件数　 ５件（− 4 件）
建物火災　     １件（− 4 件）

その他火災     4 件（± 0 件）

（　）は前年比
消しましょう　その火その時　その場所で

●データでみる宇土市

人口・世帯数 犯罪認知件数交通事故発生件数 火災発生件数

（H28.6.30 現在）
人口  37,780 人（+34 人）

　　18,102 人（+22 人）
　　19,678 人（+12 人）

　　14,921 世帯（+30 世帯）
（　）は前月比

市内医療機関のお盆の診療状況・診療時間
医療機関名 8/13( 土 ) 8/15( 月 ) 備考
松田内科循環器科
ｸリニッｸ 9時〜13時 休診

草場医院 休診 休診 8/12休診
くまもと心療病院 休診 休診
近藤ｸリニッｸ 9時〜15時 休診
むらかみ眼科ｸリニッｸ 休診 8時〜17時 8/12 休診
幡手耳鼻咽喉科
ｸリニッｸ 休診 休診

みどりかわｸリニッｸ 9時〜14時半 休診
やまもと泌尿器科
ｸリニッｸ 休診 9時〜18時 8/12 休診

田山産科婦人科医院 休診 休診
吉窪内科放射線科医院 休診 休診 8/12休診
尾崎医院 通常どおり 休診
福田医院 休診 休診
金森医院 休診 休診
もろが整形外科医院 休診 休診 8/12休診
上野小児科医院 9時〜12時 9時〜12時
高浜眼科医院 9時〜12時半 休診
宇土中央ｸリニッｸ 9時〜12時 9時〜17時
七川医院 8時半〜12時 8時半〜12時
本多胃腸科内科医院 休診 休診
吉野整形外科 9時〜13時 休診

し
、
そ
れ
を
味
わ
う
こ
と
で
す
。

　
感
謝
の
気
持
ち
か
ら
、
も
の
を
大

切
に
し
て
ゴ
ミ
を
減
ら
す
、
海
や
山

で
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
、
水
や
電
気
を

無
駄
遣
い
し
な
い
、
な
ど
を
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
習
慣
づ
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
う
し
た
身
の
回
り
の
小
さ

な
こ
と
の
実
践
が
、
環
境
を
大
切
に

す
る
心
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。

＂
環
境
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
る
〟

（
文
部
科
学
省
「
家
庭
教
育
手
帳
小
学

生
（
高
学
年
）
～
中
学
生
編
」
か
ら

抜
粋
）

生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
係

　
☎（
22
）6
5
1
0

年
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
早
朝
か
ら
水
を
止
め
、

水
源
の
周
囲
を
清
掃
し
、

神
事
を
さ
れ
ま
す
。
今
年

は
大
雨
の
影
響
で
水
源
に

大
量
の
土
砂
が
流
れ
込
ん

で
い
ま
し
た
が
、
清
掃
後

は
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ

い
に
な
り
、
い
つ
も
の
水

源
の
姿
を
取
り
戻
し
ま
し

た
。
今
年
の
夏
は
熊
本
地

震
の
影
響
で
市
民
プ
ー
ル

が
使
え
ま
せ
ん
が
、
子
ど

も
と
一
緒
に
轟
水
源
に
涼

み
に
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

（
東
）
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協
力
隊
員
の
田
添
で
す
。

　
今
月
か
ら
、
隊
員
が
交
代
で
協
力

隊
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
６
月
は
、
網
田
中
学
校
で
行
わ
れ

て
い
る
朝
の
読
み
聞
か
せ
に
参
加
。

子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
で
、

興
味
深
く
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ラ
ジ
オ
デ
ビ
ュ
ー
も
達
成
。

　
Ｒ
Ｋ
Ｋ
ラ
ジ
オ
番
組
内
の
震
災
復

興
の
取
組
み
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
５
月
に
干
潟
景
勝
の
地
で
網

田
レ
ト
ロ
館
と
コ
ラ
ボ
し
て
開
催
し

た
「
お
こ
し
き
カ
フ
ェ
」
を
報
告
。

続
い
て
、
熊
本
駅
で
６
月
に
開
催
し

た
「
出
張
版
お
こ
し
き
カ
フ
ェ
」
の

告
知
を
行
い
ま
し
た
。
３
人
と
も
ラ

ジ
オ
へ
の
出
演
、
そ
れ
も
生
放
送
は

初
め
て
。
話
を
振
ら
れ
て
も
緊
張
し

モ
ゴ
モ
ゴ
…
。
キ
ャ
ス
タ
ー
に
フ
ォ

ロ
ー
し
て
も
ら
い
な
が
ら
も
、
震
災

復
興
の
た
め
オ
ー
プ
ン
し
た
「
お
こ

し
き
カ
フ
ェ
」
に
掛
け
る
思
い
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
熊
本
駅
で
の
「
出
張
お
こ
し
き
カ

フ
ェ
」も
、無
事
に
終
え
る
事
が
で
き
、

次
の
活
動
へ
の
手
ご
た
え
を
感
じ
ま

し
た
。
と
に
も
か
く
に
も
、
初
め
て

だ
ら
け
の
６
月
で
し
た
。

【
告
知
】

　
８
月
13
日
（
土
）
午
後
５
時
か
ら
、

下
網
田
町
の
マ
ル
ヤ
醤
油
さ
ん
の
駐

車
場
を
お
借
り
し
て
、
夏
祭
り
を
実

施
し
ま
す
！
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
地

域
お
こ
し
協
力
隊
のFacebook

を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
地
震
、
大
雨
と

い
っ
た
自
然
災
害
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
皆
さ
ま
の
気
持
ち
が
晴
れ
る
よ

う
な
夏
祭
り
に
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

 

レ
ポ
ー
ト

地
域
お
こ
し
協
力
隊

お
見
舞
い

　
6
月
20
日
か
ら
21
日
の
集
中

豪
雨
に
よ
り
、
市
内
の
各
所
で

浸
水
や
が
け
崩
れ
が
発
生
し
た

た
め
、
誠
に
残
念
な
が
ら
2
人

の
方
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
住
家
に
お
い
て
も
、

全
壊
10
世
帯
、
半
壊
20
世
帯
、

床
上
浸
水
１
８
５
世
帯
、
床
下

浸
水
４
４
０
世
帯
、
一
部
損
壊

18
世
帯
と
甚
大
な
被
害
を
受
け

て
お
り
、
農
地
や
農
業
用
施

設
、
漁
業
用
施
設
等
も
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ

た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
8
月
以
降
も
台

風
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
、
よ
り
一
層
、
災
害
へ
の
備

え
を
し
、
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
よ
う
に
最
善
の
防
災

対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

夏
の
思
い
出

『
夏
が
来
れ
ば
思
い
出
す
』
の

歌
詞
で
知
ら
れ
る
童
謡
「
夏
の

思
い
出
」。

　
皆
さ
ん
も
「
夏
が
来
れ
ば
思

い
出
す
」
か
け
が
え
の
な
い
子

ど
も
の
頃
の
思
い
出
を
お
持
ち

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
私
自
身

も
、
家
族
と
一
緒
に
出
か
け
た

夏
祭
り
の
風
景
は
、
大
人
に

な
っ
た
今
で
も
鮮
や
か
に
思
い

出
し
ま
す
。

　
熊
本
地
震
や
大
雨
で
大
変
な

思
い
を
し
た
子
ど
も
た
ち
に
、

今
年
の
夏
は
特
に
楽
し
い
思
い

出
を
作
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
わ

れ
て
い
る
ご
家
庭
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　「
こ
ん
な
大
変
な
時
だ
か
ら

こ
そ
、
み
ん
な
を
元
気
づ
け
る

た
め
に
“
ま
つ
り
”
を
や
ろ

う
！
」
と
い
う
関
係
者
や
地

域
の
方
々
の
力
強
い
お
声
に
よ

り
、
今
年
の
夏
も
恒
例
の
「
宇

土
大
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

と
「
う
と
地
蔵
ま
つ
り
」
の
開

催
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
、
“
ま
つ

り
”
を
楽
し
み
、
心
か
ら
笑
顔

に
な
り
、「
夏
が
来
れ
ば
思
い

出
す
」
大
切
な
思
い
出
と
な
る

よ
う
、
ぜ
ひ
宇
土
の
夏
を
家
族

み
ん
な
で
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
私
た
ち
大
人
も

“
ま
つ
り
”
で
元
気
を
も
ら

い
、
復
興
へ
の
歩
み
を
と
も
に

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

vol.27

市長室から

元樹だ
げんき より
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ハッピーバースデーに
写真を掲載しませんか ？

3 歳までの子どもの
写真を募集しています。

申込期限　誕生月の前月5日
※ 5日が休日の場合は前日
募集人数　先着 12名 ( 毎月 )
申込方法　写真にコﾒントを添えて ,
まちづくり推進課 ( 広報担当 )まで
申し込んでください。写真はデータ
でも受け付けます。写真のみ後日提
出でも可能です。

トマトかんてん

～普段はおかずにして食べるトマトをデザートで！
　　　　おやつでもビタミンがたっぷりとれる 1品～

材料（4 人分）

作 り 方

1 人あたり：65kcal

❶トマトは皮をむき，一口大に切り，砂糖を加え火にかける。
　煮立ったらレモン汁を加えて，火を止める。
❷水に粉寒天を振り入れ，火にかけ煮溶かし，１～ 2分沸騰させる。
❸①と②をサッとかき混ぜ容器に入れて冷ます。

食改
さんおすすめ

No.60

トマト（1個）／水（200㏄）／砂糖（大さじ 4）／粉寒天（3g）

山
やまもと

本　奈
な お
央ちゃん

（城之浦町）H25.6.
24 生 3 歳

3 人姉妹の3番目で
す。

錦
にしきど

戸　りんちゃん

（松山町）H27.8.12
生 1 歳

いつも笑顔をありが
とう

赤
あかほし
星　大

たいせい
誠ちゃん（北段原町）H26.8.5 生 2 歳いっぱい食べて大きくなるぞ！

稲
いなよし
吉　未

み お
桜ちゃん

（三拾町）H25.8.7 生 3 歳これからも元気いっぱい大きくなってね！！

馬
ば ば
場　柚

ゆずな
奈ちゃん

（築籠町）H27.7.7 生 1 歳柚奈★生まれてきてくれてありがとー

河
かわの
野　夏

か ほ
帆ちゃん（本町4丁目 ）H27.8.18 生 1 歳いつも元気いっぱいです。

福
ふくしま

嶋　結
ゆいと
人ちゃん

（三拾町）H27.7.17
生 1 歳

お姉ちゃんと仲良く元気に
すくすく育ってね！

那
な す
須　かすみちゃん

（築籠町）H26.8.19
生 2 歳

毎日笑顔い～っぱい
♪

田
たのうえ

上　陽
ようた
太ちゃん

（築籠町）H26.8.6
生 2 歳

動物が大好きです。毎日保
育園楽しんでます♪

田
たなか
中　大

たいが
雅ちゃん

（長浜町）H27.8.5 生 1 歳すくすく元気に大きくなってね☆

中
なかしま
島　仁

に な
奈ちゃん（境目町）H26.8.20 生 2 歳イタズラ大好き♪お姉ちゃんに優しくね！

今月の

料理担当

〒
869-0492　

宇
土

市
浦

田
町

51番
地

 ☎
0964（22）1111　

　
　

   FA
X

0964（22）0110　メ
ー

ル
 m

achi03@
city.uto.lg.jp

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.city.uto.kum

am
oto.jp/　

　
　

　
Facebook https://w

w
w

.facebook.com
/utocity　

　
　

　
　

発
行

・
編

集
/宇

土
市

・
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
広

報
 う

と
広
報
う
と
は
環
境
保
護
印
刷

「
水
な
し
印
刷
」で
印
刷
し
て
い
ま
す
。

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

おいしいよ
ぜひ作ってみてね


